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第３回「3．11東日本大震災から高知は学ぶ」シンポジウム
テーマ　～被災地を知る。そして、－事前復興－を考える。～

2014年２月１日（土）

大 方あかつき館

（司会）

（公社）自治研究センター事務局長の津野と申します。本日の司会を担当させていただきます。

さて、2011年３月11日の東日本大震災の発生から、あとひと月ほどで丸３年がたとうとしていま

す。復興庁の１月の公表によりますと、今もなお25万人を超す方が公営住宅や仮設住宅への避難生

活を余儀なくされているという状況が続いています。ここ高知県におきましても2012年３月31日に

南海トラフ巨大地震の新想定により、皆さんもご存じだと思いますけれども、34メートルもの津波

に襲われるという可能性があると指摘されました。高知県では高台移転の議論など少なからず混乱

をきたしている状況があります。これらの高台移転等の議論については、津波被害から逃れるため

には必要なことなのかも知れません。しかしその前に、私たちにはもっとすべきことがないでしょ

うか。

そういうこともあり、今回のシンポジウムは、「～被災地を知る。そして、－事前復興－を考え

る～」というテーマでシンポジウムを開催いたします。事例報告・パネルディスカッション等、長

時間となりますけれども最後までご協力よろしくお願いしたいと思います。

それでは報告に入ります前に、お配りしました配布資料の確認の方をさせていただきたいと思い

ます。

受付でこの水色の封筒をお配りしたと思います。こちらの中に今日のレジュメが１枚入っていま

す。続きましてカラーの「～被災地を知る。そして、－事前復興－を考える～」という、今日のチ

ラシが１枚入っております。こちらの裏面にプログラムがございますので、ご確認をお願いいたし

ます。それともう１枚カラーコピーの用紙ですけれども、パネルディスカッションのパネラー・コ

ーディネーターのご紹介の紙が入っております。

続いて報告の資料になります。まず「避難所運営について」という２枚の資料が一部ございます。

その次に「東日本大震災、南三陸町視察資料」というホッチキス止めの資料がございます。続きま

して「南三陸町の復旧・復興の状況」という資料があります。続きまして「徳島県美波町由岐湾内

地区における事前復興まちづくりの現状と課題」、１枚ものと資料になります。あと最後にアンケ

ート用紙を入れております。皆さんの感想などお願いしたいと

いうことでアンケートを入れておりますので、ぜひご協力をお

願いしたいと思います。もし、不足している資料がございまし

たら受付の方にお願いしたいと思います。

それでは早速報告１の方に移りたいと思います。報告をして

いただきますのは、宮城県南三陸町役場の三浦勝美さんです。

（会場から拍手）

それでは三浦勝美さんのご紹介をさせていただきます。三浦
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勝美さんは1982年に旧歌津町役場（合併後の南三陸町役場）に入庁されております。東日本大震災

の際、防災対策庁舎の屋上で津波に襲われるも漂流する畳にのり、引き波で公立志津川病院の３階

の窓に瓦礫と共に漂着をされました。流された42人の中で唯一の生還者となっております。被災直

後は罹災証明書発行担当などもされて、現在は議会事務局に勤務をされておられます。今日は「被

災当時の事実を知る」～奇跡の生還者より～と題して報告をいただきます。それでは皆さんよろし

くお願いいたします。
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「被災当時の事実を知る」～奇跡の生還者より～

宮城県南三陸町役場　　三　浦　勝　美 氏

（三浦氏）

どうも、皆さんこんにちは。

（会場からこんにちは）

発表の前にあらためて皆様に御礼を申し上げたいと思います。

高知の皆さま、そして黒潮町の職員の皆さま、本当に我々に大

変なご支援を頂き、本当に今日まで皆様のご支援で何とか頑張

って暮らしてこれたと思います。今日は何とか我々の経験で皆

様にご支援頂いたことで、皆さんが南海トラフの地震によって、いろんな心配をされていることに

対して、「役に立てないかなあ」という思いで今日は訪問させていただきました。ちょっと本当に

そういう不安があるんですけど、何とか当時の状況を、私が体験したことを中心に報告させていた

だきます。

まず、今日の私が報告させていただく内容なのですが、まず自分がいました南三陸町の防災庁舎

のある南三陸町志津川の津波映像を見ていただきたいと思います。そして、その当時の私の流され

た状況、そして震災後の間近の様子とか、役場の勤務の様子とかそういうお話をさせていただきま

す。それから、被災を受けた家族の状況やら、その悲しみやら、そしていかに本当に生きていくと

いうことが大事なのか等のお話をさせていただきたいと思います。それから私のお願いですが、

「ライフジャケットを着用していただきたい」という話をさせていただきたいと思います。

それでは最初に、発生の当時の話ですけれども、私は町民税務課と言う所におりまして、収納対

策室という納税の特別チームをやっておりました。その日々の中で午前中に確定申告のお手伝いを

しておりました。午後から、別件がありまして自分だけその収納対策室と言う本庁舎の２階の別室

で、一人作業をしていたわけです。その時間帯に地震が来まして、「とうとう来たぞ」という状況

で、「この地震は駄目だ」と机の下にもぐりました。机の下は半分物が入っているので厳しい状況

で入ったんですけれど、なにせ宮城県では一番古いような木造の本庁舎だったものですから、「こ

れはつぶれるんじゃないか」という思いでした。周りの壁のキャスターとかみんなもう本棚とか壊

れてきまして、正直「絶対死なねえ」という電話を実はしていまして、その中で、「もうこれは死

ぬかもしれん」と思いました。地震は収まったんですけれど、「さあ、これで今度はどうなるんや」

と…。

役場は本庁舎があって、そして防災庁舎がまん中にあって、そして第２庁舎があります。その第

２庁舎の２階で確定申告の受付してたわけです。他のメンバーは受付事務をしておりまして、私は

最初の対策室から２階にすぐに出ました。防災庁舎に移って危機管理課は準備に入っているわけで

すが、それを通り越して今度は確定申告の会場はどうなっているのかと思い見ていたら、町民の皆

さんをまず避難させていました。本庁舎では、ちょうど議会の最終日で、最後に町長が挨拶をして

いる時に地震が来たもんですから、その後に議員さん方も避難しておりました。そして２階に行っ
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たり来たりしている間に地震が２時46分、そして49分には大津波警報が発令されました。そして情

報収集している状況で、なかなか混乱して逃げるという感じにはならなかったです。

ただ他の階の職員はもう避難していたんです。多分私は１階に下がってみんなが逃げている様子

を見たら自分も逃げたかもしれないですけれど、結構な人間がもう２階の危機管理課、防災対策庁

舎の２階にある危機管理課の方に集まってきたものですから、それでこう逃げづらいという感じも

あったんです。そしてその危機管理課の情報で30分には雄勝半島に７メートルの津波が到達すると

いうことで、それを知ったのが３時頃だったもんですから、「これは今から逃げたらちょっとまず

いぞ」と内心思ったんですけれども、震災のその日を迎える前々から「防災庁舎は津波が来ても大

丈夫だ」と言われておりまして、そういうのもあって我々もあそこにいれば大丈夫だという感じだ

ったんです。そして住民の方も遅れて逃げている人があって、そういう人たちも呼んで「駄目だか

ら、ちょっと上にあがって」と呼んだりもして、それでその場所に40何名が集まっていたという状

況であります。

そして我々は逃げずに、当時職員のヘルメットも流れてたので、それをかぶって私は防寒着、土

方作業着のジャンバーを着て一応避難はしたわけです。まあそうこうしている間に、危機管理課の

担当者の「遠藤未希さん」や「三浦毅さん」は亡くなられました。その方々を中心とした上層部メ

ンバーを残して「関係ないメンバーはとにかく屋上に上がれ」と、「避難しろ」というような指示

があったので、そこでなったわけです。この後、ちょっと津波映像を見ていただきたいと思います。

そこから大体始まりの様子であります。ちょっとご覧いただきたいと思います。

「津波映像（約30分）」

今のような感じで映像を見ていただきました。

上にいると、津波が最初川を上ってきて、私は川沿いの所に柵に座って見てたんですが、最初川

が氾濫してきて、木造の本庁舎。大体５秒掛からずに折れ曲がったままぶっ壊れていきました。そ

して数分の間に全面、波だけという感じで我々取り残されていました。そして水が防災庁舎の半分

以上あがってきた段階で、課長が、「これはもしかしたら上まで来るかもしれない」、「何かにすが

りつきなさい」ということで、我々も防災庁舎のアンテナに、私たちに近い所に建っていたので根

本にすがっていたんです。そしてあっという間に水が越えてきた。足元にまで水がやってきて、

「いよいよ来た」と、私も根本にすがっていました。

そうしている間に今度は強いシャワーが「だあー」と来たんですね。当時私は気付かなかったん

ですけれど、そのアンテナにかなりの人が、みんな固まっていまして、すがるところがない。その

映像が写真で残っているんですけれど、その映像を見ると私確

認できないんです。私が確認できないくらい人数が重なって、

それにつかまっていて強いシャワーというのは多分、その人た

ちがカバーしてくれて、その程度なのかなという状況だったと

思います。そして今度は「どーん」と、どんどん水がやってき

て。アンテナにすがっておりまして、それも鯉のぼり状態であ

りました。そしてちょっと指が離れた瞬間に両手を伸ばしたま
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ま流されていきました。それをちょっとスケッチしたものがあ

るので、ちょっと見てみたいと思います。なかなかうまく書け

てないですけれど、まだ中途半端ですが、ほんともう手を伸ば

した状態でこのアンテナにまだ数名残っている状況で、このま

まこう引き剥がされてしまったという状況です。

そして今度は話の全てを終えてるんですけど、まだ状況が全

然分からなくて、「くちゃくちゃ」になった感じで、もまれて

いる感じで、イメージ的にはサーファーが波うち際でもまれる感じですか？あれが大体30～40秒く

らい続く状況ですね。全然こう海上に上がれないと、何となく海上が少し浮いている感じがあって、

一所懸命水をかくんですけれど、なかなか上がらなくて１回水を飲んでとうとう息ができなくなり

もう駄目だと思った瞬間に、こう「ぽーん」と海上に出た感じがするんです。海上に出ては、「は

あはあ」言いながら目の前の材木とか一緒に流されていると、すがろうとするんですけれど全然浮

けない。もう立ち泳ぎが大変なんです、荒れている海の中で、立ち泳ぎが首から上を出していると

いうのは本当につらくて、それでもがいている間に目の前に１枚のベニヤ板がきたんですけど、ま

たこれも駄目で、そうこうしている間に、今度はたまたま斜め後ろを見たら畳がありまして、泳い

でいってその畳にすがったら今度は浮けた。

それでやっとほっと一安心というか、その精神状態としては殺されそうな感じだったのが、ほっ

としたのかこうだんだん怒りが出てきまして、「まだ絶対死なねえ」と畳の上でこう連呼していま

した。流される間に必死に、殺されかけた反動で、火事場のくそ力でもないですけど、今度は怒り

が出てきて、体を休められるというのがあって、畳でほっとしながら着いたんです。

だんだん今度は流れがゆっくりになりまして、波が止まったんです。今度は引き波が少しずつ始

まっていくんです。引き波が始まっていて今後どうなるのかっていうのは全然考えてなくて、まず

体を休められるという安心だけで、先のことは考えてない。そして遠い方向を見ていると１人の女

性職員が何かにすがって一緒に流されている。助けを求めていたんですけど何ともできない。そん

な状況で私もメガネをふっ飛ばされていましたので、何か前の方を見たら船がやってくるなと人が

乗った船が、何か近づいてくるなと思って手を伸ばして助けようと思ったんですけど全然反応がな

い。

それが私の勘違いで実は防災庁舎を通り過ぎて、私は自分が動いているのを勘違いしていたわけ

です。当時そんな感じで流されていこうとしたんですけども、ふと前を見たら、防災庁舎を過ぎま

して、志津川公立病院の３階の下辺りに枯れ木や材木とかすごい量が引っ掛かってまして、どうも

そこにたどり着きそうだと、いっても畳と一緒に流されてそこに着いたんです。今度は２階の窓か

何かに持っていかれそうで、畳も私も引き込まれそうだったんです。「これはやばい」と思いまし

て一瞬見たら、引っ掛かった材木とか駆け上がっていくと３階の窓は耐震防止の斜めの鉄骨があり

まして、ここに上がれば生還できると一瞬で判断しまして、畳を諦めてそのために這い上がってい

って、そして斜めの鉄骨に乗って生還できました。

その時の感情としては、ほっとしているのと、安堵しているのと、津波に怒っているのと、あと

はもう「人生今後何があるか分からないなあ」と思って、「やりたいことやってたらこれは駄目だ」

と、いろんな事を本当にこう脳裏を巡らせていました。これに避難者が、入院患者とか職員もおり
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まして、声が聞こえたので大声で呼んで窓から引っ張り上げてもらって志津川病院の患者さんとか

と一緒にその夜を過ごしたわけです。疲れはてまして、着るものは全部流されて、そして紙オムツ

させていただいて、もうあとタオルとかあるもの全部巻いて一晩過ごしたんです。そしてその間も

何回か屋上に一緒に避難したりして、一晩津波が何回か来てたらしいです。

まあそれで患者さんでもやっぱり亡くなられていった患者さんもいたらしいです。津波が引いて

いった、朝の５時頃の状況なんです。私も当時、役場職員として何か手伝わなくちゃいけないと思

って着るもの何かないかと思って探してもらった。女性物のピンクの長靴と女性物の水色のズボン

と長シャツと、あとはよさこいの法被
はっぴ

がたまたま赤・黄とか白とか２枚あって、それを着てあと黄

色のタオルを巻いて、首にも巻いてすごいド派手な格好に一人だけなっていたわけです。そして午

後から消防団の方が助けに来ていただいて、とにかく歩ける人は歩いて避難しろと、津波が来てな

い方向に逃げましょうということで、瓦礫の間をみんなで歩いて行ったんですけど、その時に志津

川病院の方に自衛隊のヘリがやってきて救助してもらいました。

そして小学校の方に避難したんですけれども、とあるおばちゃんが私の格好を見て「これから何

をするつもりなの？」みたいなことを言われました。流されているのは自分だけなので、避難所の

中で一人変な格好をしているという状況です。２日目はそれで一晩、毛布１枚巻いて寝て、とにか

く３日目の朝に「これはとにかく着るものを何とかしなくてはいけない」と思いました。私の地元

の歌津地区に家があって多分家は大丈夫だろうと、家に戻れば服はあります。そしてその格好をし

たまま朝早くから出かけました。その方が歌津に嫁に出した夫妻がいるということで、その方に乗

っけられて３日目の朝に小学校・中学校の方に着いて、嫁さんが小学校の先生だったもんですから、

最初に嫁さんに会って、そしてあとは中学校の方で本部の方に、生還できたということで挨拶して、

その本部、中学校の体育館には役場の職員の親御さんとかおりまして、「私の息子はどうなりまし

たか？」とか聞かれたんですけど、「分かりません」という感じで答えたように思っております。

そして、その足で、あと１回家まで歩いて行きました。家の近くまで行くと庭におふくろが居ま

した。おふくろは当時、私を見て何か遠くから変な格好をした人が歩いてくるということで、「こ

のご時世だからそういう人もいるかな」みたいに思ったらしくて、ただ近づいて行って、これが自

分の息子だと特にびっくりしたそうです。まあお互い泣いて再開できている状況であります。そう

いう状況で１回戻って、また服を着替えて歌津の避難所に行った訳であります。

当時、地元の中学校体育館では、電球もない、もちろん学校が被災し、何も無くてパソコン作業

なんかもちろんできないし、地区住民の安否確認、カレンダーの中なんかも貼って名前の列挙して、

そして今度はだんだん、３日目ぐらいには食料の配布隊がやってきましたので、その辺の訴えとか

やっていたわけです。そしてあと３月末頃には今度は、さすがに体育館の避難会場では、もう衛生

上も良くないということで、近くの温泉とかホテルとかその辺に二次避難をするようになったわけ

です。そういう感じで我々も避難、その他にも避難の方が全て居なくなるわけではないので、まあ

避難生活をしてました。自家用車も流されていますし…。

３月末に人事異動の発令がありまして、４月からテニスコートの上の庁舎が機能を開始したわけ

です。それで自家用車が無くて公用車でみんな乗り合わせて通勤しました。夜遅い場合は迎えが来

たり、もちろん電気は不通だし、水道の復旧のめどもありません。飲み物は配給でしたし、食事は

炊き出しご飯とか水筒持参で、風呂は自宅で、たまに下にあった自衛隊のお風呂を借りて使ったり
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しておりました。

とにかく私も1カ月過ぎると軽自動車を手に入れまして、髪も伸び放題だったもので散髪しまし

た。行く暇がなくて親父が救急で連れていかれて待っている間に、石巻にまで行って坊主にしまし

た。そんな状況であります。そしてそういう生活が４月以降も大変忙しい時期でした。ガソリンも

無しに車で、悲しい状況でもあるし、凄まじい住民の方々もやって来ます。そんな中で、４月途中

から軽自動車を手に入れまして、１人で通勤するようになりました。そんな中で１人になる時間帯

というのが帰りの車を運転する時間帯、10分くらいで家に着くんですけど…。その時に泣けてくる

んですね。仕事中家に帰っても避難者が居たりして、休む所がないんですけど、とにかくその時間

帯、１人になった時間帯、亡くなったメンバー（私だけ残してみんな流され）、死んでしまったの

で、それで泣けてきました。この２年半ずっとです。「本当に大変な状況だったなあ」と思いまし

た。

そして４月になり、「罹災証明取らんと」という話になりました。罹災証明というのは本当に大

事な証明書類です。家の被害状況、それから家族の被害状況を確定させた紙なんです。それの発行

が、初日出す地区の方々を全員呼んでしまって大変なパニックが起きました。電気もない、発電機

も故障してパソコンも動かないのに、「何のために呼んだ」という状況で、どの町もそういうパニ

ック状態が起きました。ところが正確に発行できないと後々の支援に関わってくる。罹災証明の判

定というのは、いろんな支援、義援金の配布、そういうものに本当に大きく関わってくるものです。

罹災証明は金券になるという状況で、その担当でしたので、本当に４月、５月、６月は毎日、朝出

勤するのもつらい状況でした。自分に関しては東京都の皆さんとか、支援をいただいた状況であり

ます。

そして本当に職場でも長丁場なので、１カ月ぐらい過ぎてからですね、土、日の１日は休むよう

にということで、本当に町民に隠れるようにしてパチンコへ行ったんですね、ぐちゃぐちゃの気持

ちの中でした。パチンコやりながら死んだやつらのことを思いながら、「こいつらもやりたかった

ろうな」と思いながら泣けてきて…。パチンコ行く運転中に行きかけて泣けてきます。そんな状況

で本当に２年間……そんな感じでした。

そして被災家族の様子なんですけれど、役場職員同士結婚していた未亡人が増えました。あと妻

を亡くし失望して早期退職した先輩の職員もいます。それから父親、夫、３人の子どもを亡くして

休職してる女子職員もいます。それからもう担当の三浦毅さんの奥さんなんか毎日防災庁舎に訪れ

るような状況でしたし、子どもに父親の死亡を伝えていない職員もいたようです。本当にその家族

に会うのがですね、つらい……。何とか時間を作ってという状況です。しかし、本当に「死んじゃ

だめだ」っていうことを感じました。

私の嫁さんの弟も消防士で殉職しましたし、私はかろうじて助かったとしても、私の家族ではそ

のことが喜べない。私もこれだけ仲間が死んでしまって、助かった今でも一度も喜んだことがあり

ません。本当に、残された家族の悲しみというのは、希望を失ってしまうので、何も考えられない

です。前向き的になれない。家族が居なくなってしまうと、生きる希望を失うというか、希望をど

こに持って行ったらいいか分からない。前向きになれない…。何とか今後のためにですね、生きる

ということを本当に考えていただきたいなというのは思いました。

死んだ人の気持ちは分からないんですけど、残された家族は悲しんでしまう。家族のためにです
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ね……本当に誰かが死ぬと10人以上の人が悲しんでしまうという、皆さんも同じだと思います。家

族の大黒柱だったわけですから、その方が亡くなってしまったら、家族はもう大変なことになって

しまうので、ぜひ考えていただきたいなと思います。

役場の職員の状況ですけども、１年間大変でした。今年ももちろん大変です。今日発表する及川

君もまさに復興推進課の担当であります。精神的にもやられて早くやめてしまう職員もおりますけ

ども、なんとか命を取り留めてれば少しずつ、私も正直精神的にやられていますが、少しずつやっ

ぱり前向きになっている。何とか生活できているなと思います。

そして最後に、“ライフジャケットの準備のお願い”です。なぜ必要か。検死解剖はできていな

いんですけど、今回の東日本大震災の時の死亡原因は92パーセントが溺死です。溺死ということは

水を飲んで死んでしまうこと。いかに呼吸していくのかが勝負だと思うんです。逃げるのはもちろ

ん第一優先なんですけれども、何とかライフジャケットを装備して逃げていただけないかと。津波

に流されてもライフジャケットを着てればもっと早く多分上に上がれて窒息することは防げるかな

と。それで次の手段、何かにすがるとか。特に役場の皆さんは、まず先に外に逃げるように話さな

くてはいけないし、そんなことで逃げるのが遅くなると思うんです。ですから役場の皆さんには、

自分が座っている机の足元を空けてもらって、「ヘルメットとライフジャケット」をぜひ用意して

いただけないかなというのが私のお願いです。

特に住民の皆さんもそうですけども、とてもあの高い所に逃げるのにも、やはり時間が掛かって

しまうので万が一のためにそれをしていただきたいなと思うんですね。本当に息ができるかどうか

と……思うので。とにかく流されていて立ち泳ぎしているのが本当に苦しいんです。あれで首から

上を出しているというのが本当つらい。そして今回も助かった人って必ず何かしらにすがっている

なり、屋根に登ってるなり補助されている…。何もなしで助かった人とかあまりいません。ですか

ら、なるべく浮いていれば良いんじゃないかなということですね。我が町も今は仮設住宅の高い所

に暮らしているんで、我が町もライフジャケットを用意する人はもういないかもしれない。でも私

は車にも積んでありますし、ちょっと遅ればせながら家族にもあるんです。いざ遊びに行ったとき、

例えば気仙沼に遊びに行ったときとか、もし津波が来るとなったときに車が動けなくなったら、す

ぐ付けて逃げれるような感じで一応準備はしています。

何とか、万全の準備をしていただきたい。今回四国の皆さん、高知の皆様には、本当に我々南三

陸町の人間はご支援をいただきましたので、そうした縁でいろいろ関係者の皆様にお会いすること

になりました。何とかこの町、そして高知の皆さんに、ほとんど助かってもらうような感じにして

いただけないかなという、それを考えていただきたいと思うんです。本当に「死んでは駄目だ」と

いうことで、何とか死なない対策を取っていただきたいと。それで全て私の報告とお願いというこ

とで終わりにさせていただきます。どうもありがとうございました。

（会場から拍手）
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（司会）

はい三浦さん、どうもありがとうございました。緊迫した津波の映像から始まり被災当時のご自

身の体験、そしてご自身の体験談をお話をいただきました。そして発生から１年間役場でのお仕事

の状況など、そして同僚を亡くされた大変つらいお話だったと思いますけれども、報告をいただき

ました。どうもありがとうございました。

皆さんの方からご質問等あろうかと思いますけれども、質問はのちほど一括してお受けしたいと

思います。

それでは報告をいただきました三浦さんに最後の拍手でお礼に代えたいと思います。

（会場から拍手）

それでは引き続きまして報告２に移りたいと思います。報告をいただきますのは、宮城県南三陸

町役場の及川貢さんです。

それでは及川さんのご紹介をさせていただきます。及川貢さんは1996年に旧歌津町役場（合併後

の南三陸町役場）に入庁されております。住宅行政に長く携わっておられまして、震災直後は応急

仮設住宅、現在は南三陸町内に770戸の建設予定の災害公営住宅整備の業務を担当されております。

被災者の一日も早い安定した住まいの確保に向けて日夜奔走されております。この報告２では「復

旧・復興の状況と、今を知る」と題してご報告をいただきます。それでは及川さん、よろしくお願

いします。
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「復旧・復興の状況と、今を知る」

宮城県南三陸町役場　　及　川　　　貢 氏

（及川氏）

皆さんこんにちは。

（会場からこんにちは）

宮城県南三陸町・復興事業推進課の及川と申します。今日はよろ

しくお願いいたします。まず私からも震災後の高知県の方々からの

ご支援、この場をお借りしまして感謝を申し上げます。ありがとう

ございます。高知の方がたくさん被災地に、南三陸町に来ていただ

きましたし、こちらからも多くのご支援をいただきました。おかげ

さまというか、震災から３年目を間もなく迎えようとしておりますが、被災地は今少しずつですが

確実に復興の歩みを進めているところです。私たちも被災後３年間仕事をしてきましたけれども、

今も南三陸町役場の中には全国からの、自治体からの応援の職員の方85名か90名ぐらい来ていただ

いています。そういった方たちが居なければ、私たちも地元の職員もここまでこの３年はもたなか

ったですね。ちょっとそれは想像できなかったという思いがしております。

今日、そういった形で復旧・復興の状況について少しお話をさせていただきます。昨日、高知に

着きまして少し桂浜とか、あるいは今日、黒潮町の海とかも見させていただきました。同じ太平洋

なんですけれども、三陸地方はどっちかというとリアス式海岸で、入江が極めて、こちらの海に比

べると狭い。昨日から今日、こちらの海を見させていただいたんですが、すごく広がってパノラマ

のような感じで見えてきました。津波のこともあって、震災後はあまりこう私自身も海に対して前

向きな感じではなかったんですけれども、高知の海を見てですね、「でかい海はいいな」としばら

くぶりにそういう思いをいたしました。

その三陸地方はリアス式海岸で、地形に沿った形で国道が伸

びていて、全部こうカーブの連続のような道路が続いているん

ですけれども、今その国道の隣側に三陸縦貫自動車道という高

速道路が整備されています。これは事業化してから30年くらい

たつんですけれども、今全体の計画の６割とか７割くらいで南

三陸町とか気仙沼市辺りは、まあ一番整備が遅れている所です。

ただ震災の時に災害復旧車両とかそこを通ったり、あるいは三

陸道の道路の方に津波の時に駆け上がって被災を免れたりとい

った形で命の道としてですね、非常にクローズアップされたこ

ともあって、南三陸町もその三陸縦貫自動車道の工事が進めら

れています。

去年の前半くらいまでは、町の復興事業があまり住民の方に

目に見える形で、進んでいなかったもんですから、見ようによ
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っては「国の事業、高速道路の事業は全部進んでいるのに町の事業は一体どうした、いつになった

ら始まるんだ」という叱咤激励を住民の方から頂戴いたしまして、私たち職員は、肩身の狭い思い

を感じておりました。去年の中頃から、ようやく高台移転とかあるいは災害公営住宅、複数の個所

で造成工事が始まりまして、住民の方も遠目に見える形で、そのような状況にあったものでから、

少しずつ安心していただいているのかなという感じがしています。一日も早く、今仮設住宅に住ん

でいらっしゃる被災者の方を次の住まいへ入らせるために、今、私ども一生懸命頑張らせていただ

いているところです。

それからちょっと資料に沿った形で、次に復旧の過程とこの現在の状況について、お話をさせて

いただきます。概要が入ってますが、まず「被害状況の概要」です。建物被害については全壊・流

出が3,000戸を超えてます。大規模半壊と半壊を合わせると3,321戸ということで全人口の62パーセ

ントの住宅が、何らかの被害を受けているといった形です。それから、人的被害は死者・行方不明

者を合わせると745名ということで、これは全体の4．2パーセン

トにあたる数字になっています。

こちらは「宮城県内被災自治体の全壊率と全壊住棟数」を自

治体別にグラフにしたものです。縦軸がそれぞれの自治体の全

住戸に占める全壊の割合、それから横軸に全壊の住棟数となっ

ています。石巻市や仙台市などは大きな市ですので20,000戸以

上の住宅が全壊になっている。一方で左上の方にありますけれ

ども、女川町・南三陸町は小さな町で全壊の戸数は3,000戸く

らいなんですけれども、全壊率については60パーセントを超え

る割合になってまして、いわゆる町が壊滅したという町、女川

町と南三陸町はそういった感じがこの表からも見てとれるかな

と思います。

これは、先ほどちょっと津波の映像でありましたけれども、

南三陸町で一番大きい市街地、志津川地区の震災前の航空写真

です。ここには町の全体の戸数の３分の１にあたる1,800戸が

この写真の中に、という形で密集しておりました。これが震災

後の志津川市街地です。10分とか15分の間にもう全て1,800戸

の住宅が消えてしまったという形になります。先ほど津波の映

像で川がありますけれども、こちらの川は八幡川という所です。

これをずうっと津波が上っていきまして、もちろん、海に近い

所でもたくさんの方が犠牲になられたんですけれども、この写

真の、左上左隅の所の大森地区という集落は、海岸から３キロ、

４キロくらい離れています。そこの方は「もう、ここまで来な

いだろう」ということで、あまり避難しなかった。ここから多

くの犠牲者が出てしまっているという状況です。ちょっと乱暴

な言い方をすると、残っているのは高台にある志津川小学校・

志津川中学校・志津川高校、それから現在、役場仮庁舎を置い
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ております、ここ商工団地という所です。まあ大体この４カ所

くらいが、残っているという感じになっています。

この高台の三つの学校には今、仮設住宅がそれぞれ100戸ほ

どありまして、校庭の半分くらいを使っているといった状況で

す。町が整備した「仮設住宅の概要」です。全部で58団地、

2,195戸を整備いたしました。特徴的なのは小さい町の割には、

団地の数が多いということと、それから町外、隣接している登

米市の方に全体の戸数の４分の１弱の仮設住宅を整備している

ということです。一番先にできた仮設住宅も町外ですし、一番

戸数の多い仮設住宅も町外にあります。被災者は仮設住宅とあ

と今回は民間アパートを借り上げて、それを仮設住宅扱いにす

るという、まあ、「みなし仮設住宅」というのに今入っている

わけです。みなし仮設住宅については、町内ではほとんどアパ

ートとか全て無くなっているみたいであまりありませんので、

町外あるいは県外、全国に散らばって今、仮設住宅ということ

で準備をしているような状況です。

こちらは仮設住宅の２団地の写真です。先ほどちょっと話し

ました町外にある一番規模の大きい先に挙げた仮設住宅という

団地です。それから右側は入谷小学校という所にある仮設住宅

です。それぞれ、課題がある。こちらは登米市と言う所に、ま

あ比較的近い病院もあったり利便施設も近くにある。ところが既に入居した時点では将来的にはも

ちろん町に戻ってくるというつもりでこちらに入ったんですけれども、やっぱり１年経って、２年

経ってそういう時間の経過と共に、やっぱりこっちの生活の方が便利だということで、登米市の方

に住宅を建ててここに住みたいという方も多くいらっしゃいます。それから小学校、学校の方の仮

設については、これ比較的規模の少ない中学校なんですけれども、中学校でも校庭の半分くらい使

っているんです。これがなかなか、進まないという状況の中で、まだ小学校から仮設住宅が撤去す

ることができない。子どもたちの方に

少し不安な面が出ているような状況が

続いています。

その仮設住宅の集約も、当初は例え

ば３年後ぐらいには学校施設・町外施

設の数、仮設住宅は集約をしていこう

という計画はあったんですけれども、

現在の仮設住宅の入居率は南三陸町で

92．2パーセント、宮城県内でも86．8パ

ーセントで「依然高い入居率」を維持

しています。これはもちろん、復興が

進まない住まいの再建が進まないとい
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った理由が大きくなっております。仮設住宅を出た後の「住まいの再建場所と再建手法」について

なんですけれども、これは従前住んでいた平地、自分たちが住んでいた家の土地というのは、ほと

んど全て災害危険区域というのに指定されていまして、住宅が残っている場合は補修とかはできる

んですけれども、新たに住宅を建築するということができないことになっています。このため高台

移転とかいうことになっていく訳ですけれども、高台移転の中

の、まあそれぞれ被災者はいろいろのことを考えて、この大体

三つの中から、選んでいくことになります。

「防災集団移転」は町が土地を整備して、そこに被災者自身

が家を建てていく。それから「災害公営住宅」は被災者のため

の公営住宅。それから最後に「個別移転」というのは自分で土

地を見つけて自分の土地に家を建てていく。中にはもちろん、

例えば県外とかの息子さんの所や、親戚の所に避難をして、そ

のまま町に帰らずそこで生活をしていっている方も決して少な

い数字ではありません。これが先ほどお話しました災害危険区

域の指定図となっております。寄木地区という所の災害危険区

域の指定図です。ちょっと見にくいかもしれませんけれども、

この外の部分の点線が津波の浸水区域です。その中に色を付け

ているもの、これが災害危険区域となっています。例えば、こ

の辺りは従前宅地ではありませんので。畑とかそういった場所

があって、大体あの本当に町内でも９割以上の所が災害危険区

域として指定されているという状況です。この寄木地区で言う

と、その高台移転、この集落で30戸以上がその防災集団移転と

いう制度を利用して高台移転をするわけですけれども、この辺

りに今、造成工事をしているところです。

防災集団移転って町内でどのくらいあるのかっていうことで

すけれども、この赤丸で示した所が防災集団移転の事業個所で

す。町内で28カ所。今、ほとんど全ての所で造成工事が行われ

ている最中です。もう町の中は土埃とかで、車のガラスが汚く

なるといったような状況です。その防災集団移転ですが、もち

ろん、役場と住民との合意形成を目指して進めていきます。行

政と住民がうまく噛み合う集落もあればそうでない所もあって、

合意形成に１年以上掛かる所もありますし、そういった意味で

ですね、なかなかこの合意形成というのが本当に大変な作業に

なってきます。

あと用地所得というのが、時間の経過と共に非常に困難にな

ってくるケースがあります。震災直後はみんな被災者だという

ことで、比較的、町に協力しますという声が多かったのですが、

１年たって２年たって、その時間が経過するごとに難しくなっ
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てきている、そういった問題があります。被災者がいろいろ先

ほど言った防災集団移転だとか災害公営住宅、そういった選択

肢から最終的に一つを選ぶのですけれども、今３年目を迎える

中、実際、防災集団移転に参加しようか、災害公営住宅に入居

しようか、そういったところでまた考えられている被災者もい

ます。

これは「防災集団移転、初の竣工」ということで藤浜団地

（P32下の写真）、こちらは10区画の竣工式が昨年の12月21日

（平成25年）に行われました。県内でも完成した団地というの

は多くはないんですけれども、山を切り開いて造成して完成し

たというところでは、この団地が宮城県内で初めての団地とい

うことになります。

次に「災害公営住宅の概要」についてですが、災害公営住宅

は被災者の意向を確認するのが、大変な作業です。一昨年の10

月の段階では町内で930戸整備をしようとしており、昨年の夏

に行った仮申し込みとでは、その数が減って770戸ということ

で整備計画を見直しました。これは災害公営住宅の場合は、最

終的に空きが出ると国に補助金とか返すようになってしまいま

すので、恐らく今は770戸という数字はあるんですけれども、

また来年にもう１回確認をするとか、そういう作業が少し続い

て行くことになると思います。

災害公営住宅の団地で先行している２団地の様子です（右上

から２番め）。どちらも造成工事が終わりまして建築工事に移

っており、躯体工事の最中です。これは今年の７月竣工で、８

月の入居開始予定を目指して今工事が進められているところで

す。

今度は、低地部はどうなっているのかということになります

けれども、これは最初に見ていただいた志津川市街地の計画です（右下から２番め）。ちょっと大

ざっぱに言うと、この青い部分が高台移転、災害公営住宅とかも入った高台移転の土地になります。

それから緑の部分は復興記念公園、防災庁舎の位置がここで計画しております。それから、この黄

色い部分については観光ゾーン、商業ゾーン、それから水産加工の施設とか、そういった計画をし

ております企業だとか、あるいはショッピングセンターというかそういった誘致を進めているんで

すけれども、ここが本当にその計画どおりに埋まっていくかということは、ちょっと不安がありま

す。新しく震災後にできた商店とか、あるいはコンビニとかは、この辺に固まって出店しておりま

すので、こちらの方にこれからも商店とかが落ち着いていくのかなと思います。

企業の方、例えばショッピングセンターとかは、従業員は教育できても、お客さんを津波の時に

避難させる自信はないとか、そういった意見が主に聞かれます。

これは町内３地区、大きな団地の中で作られているまちづくりといった様子です（右下）。志津
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川地区、歌津地区、戸倉地区でそれぞれ「まちづくり協議会」を立ち上げまして、住民の合意形成

を図っております。

それから昨年の12月からその市街地の部分で、今かさ上げの工事が始まっております（左上）。

これはそれぞれの高台移転で今造成している所の土を町の中に持って来ているという状況です。こ

ちらの右に見えるのが防災対策庁舎です。で、今ここですね、

この高さが６メートルか７メートルくらいまで盛ってきて、ち

ょっと見にくいですが、ここに看板があります。最終的にはこ

のラインまで盛り土をしていくといった状況です。仮に防災対

策庁舎が残った場合でも防災対策庁舎の２階、３階の途中くら

いまでこの盛り土が高くなっているといった状況です。ここら

辺も全部盛り土にかさ上げをしていく予定になっております。

水産はホタテとか、カキとか、ワカメとか、随分回復してお

ります（左上から２番め）。農地の方も災害復旧事業というこ

とで、除塩をして新たに土を入れて、このように今立派な田ん

ぼ、畑になっていくところです。ただこういうふうに整備はし

ましたけれども、農家は機具とかも流されておりますので、ま

た畑に手を付けられる状況ではないという所が多いといった状

況です。

それから町の事業ではありませんが三陸縦貫自動車道、これ

は志津川の町の中にもうそろそろ入ってくるといった状況です。

平成27年度に南三陸町まで距離をのばします。それから鉄道は

気仙沼線、全て線路が流されておりますので、今「BRT」と言

ってバスで代行をして運送をしております。従来の鉄道の所は

全て、今はアスファルトをして、その上を専用道路ということ

でこのバスを走らせる計画となっております。将来的に鉄道が

再開するのかと言うと、それは何とも言えないところです。

ざっとこんな感じで見てきましたけれども、「復興への課題」

ということで一般的に言われているのは、この三つがあると思

います。仮設住宅暮らしが長期化します。今、３年目ですけれ

ども、志津川市街地の高台移転があと３年から歌津の方で５年

後くらいになってしまうので、仮設住宅で６年、７年居るとい

うことになります。生活不活発病とか、そういったことが危惧

されますけれども、今、町ではそれぞれの仮設住宅に被災者支

援、支援員さんを配置してですね、初期対策を継続していると

ころです。それから人口の流出なんですけれども、この中に震

災があって、こんな感じで人口が減ってきております。今、住

基上は14,700人くらいなんですけれども、実際住民票を変えて

なくて町外に移住されている方が、かなりの数いますので、実
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際住民が南三陸町にどのくらい残っているのかというと、多分

13,000とかそのくらいの数字になる。

それからこちらは、「震災前後の予算規模の推移」です。震

災前は町で74億円でしたけれども、平成24年には355億円、平

成25年には792億円と。これはあくまで当初予算の推移なんで

すけれど。平成24年については、ここから補正、補正というこ

とで最終的には1,000億円を超えてます。平成25年度も1,000億

円を超えているような状況です。震災前から比べると15倍とか

そのぐらいの規模に予算が推移しているのが分かると思います。

それから全国の自治体からの支援職員がこのような感じで増

えております。今現在は、多分90人弱くらい居ると思います。

来年は、町はこれの倍、150人を要請しております。私たち町

の職員にとっても、本当に仕事のピークがいつなのかというこ

とが全く分からないんですね。本当にこれがまたもう一度山が

あるのか、ピークが分からないまま仕事をしているような状況

です。この辺が課題でありますけれども。もう一つ、課題の一

つに挙げられると思いますけれども、やっぱり東北とそれから

南三陸町の反省からまず始めないといけないのかなと、個人的

には思っています。

明治三陸から始まって大体40年、50年の間で実際このくらい

の津波が来ている。1,000年に１度と言われますけれども、規

模的には1,000年に１度だったのかもしれませんけれども、明治三陸大津波に関しても、今の東日

本大震災の津波とそう規模は変わらない津波が来ているような状況です。明治三陸大津波について

は、震度２から３くらいの揺れが少し長く続いて、それで津波がどっと押し寄せたということが記

録されておりますが、実際被災地の南三陸町の住民は、それが分かっている方はそう多くはいませ

ん。大きな地震が来て逃げればいいんだというような感じでおりますので、過去の地震とか津波、

もう一度見直してみてそこからまたスタートしていければと思います。町は今、復興事業が最優先

でなかなか防災対策まで手が回らないといった状況がありますけれども、私個人的にはここからも

う１回スタートを切らなければいけないのかなと、そう思っております。

このような課題がいろいろある中で、間もなく震災から３年目を迎えます。私たちも１日も早く、

被災者が終の棲家に住むために、またこれからも一生懸命頑張っていきたいと思いますので、また

いろいろ高知の皆さんからもご指導いただければ、ありがたいと思います。今日はありがとうござ

いました。

（会場から拍手）

（司会）

及川さん、どうもありがとうございました。まずですね、今回高知に来ていただいて高知の海を
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見て少し和んでいただいたと、言っていただけただけでも高知に来ていただいて良かったなと感じ

ました。そして報告では防災集団移転への議論という状況から復興への課題、仮設住宅の暮らしが

長期化しているだとか人口の流出といった課題についてご報告をいただきました。それでは皆さん、

最後の拍手で及川さんにお礼に代えたいと思います。どうもありがとうございました。

（会場から拍手）

徳島県美波町役場の浜大吾郎さんです。

浜さんのご紹介をさせていただきます。浜さんは1995年に旧由岐町役場（合併後の美波町）に入

庁されております。1998年から10年間、町の防災担当を務め、2009年からは水産振興の担当をされ

ておられます。まず、民間で2004年から地元の自主防災組織の事務局に就任し、防災まちづくり活

動を通じて地域の持続可能性の向上を模索しておられます。今回の報告３では、「事前復興を模索

する取り組みを知る」と題して報告をいただきます。それでは浜さん、よろしくお願いいたします。

（会場から拍手）
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「事前復興を模索する取り組みを知る」

徳島県美波町役場　　浜　　大吾郎 氏

（浜氏）

ただ今、ご紹介をいただきました美波町役場の浜大吾郎です。

実は高知大学出身で、今回高知に呼んでいただきまして、また

帰ってきました。どうぞよろしくお願いいたします。私は地元

の自主防災組織に所属しておりまして、昨年度から仲間たちと

共に、地域防災力の向上はもとより地域の持続可能性を高める

ために、事前復興まちづくりにとりくんでおります。本日はそ

の活動の現状と課題などについてお話させていただきます。

まず私の町ですが、徳島県の南東部に位置しております。皆

さん、美波町ってあまり分かりませんよね、合併してできた町

なんですけれど。こちら左側に映っているのが、「ウェルかめ」

のマスコット・キャラクターの「かめっ太」くんって言うんで

すが、ウェルかめの舞台地にもなりました。突然ですけど問題

です。ウェルかめの主人公は誰でしょうか？１番と思われる方、

手を挙げてください。２番と思われる方、３番と思われる方、

ありがとうございます。４番と思われる方、あ、受け狙いです

か？　ありがとうございます。みなさん結構ご存じですね。１

番、ああ違う、違う、３番ですね。「倉科カナ」さんです。グ

ラビアのFカップアイドルですごく有名なんですけどね、ちな

みにウェルかめは朝の

NHKの連続テレビ小説の

至上最低の視聴率だったそ

うです。マイナスの結果を

残しております。

続いてこれが私の町、美

波町由岐地区になります。

海と山に囲まれたわずかな

平地に住宅が密集するいわゆる漁村集落です。美波町の人口は

平成22年度の国勢調査によりますと7,765人で、昭和55年の人

口を基準にしますと30年で約34．6パーセントも 減少しており

ます。また高齢化比率は年々高くなる一方で今後さらに、過

疎・高齢化が進むと予測されております。

また私の町、美波町は過去の南海地震によって、破壊と再生
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とを繰り返してきた町でもあります。ご覧いただいております「康暦
こうりゃく

の碑」は1361年の正平南海地

震の被害者の供養碑と伝えられております。実はこれが現存する日本最古の津波碑と言われており

まして、それが私の町にあります。また昭和21年12月に21日に発生いたしました昭和南海地震では

地震発生の約12分後に津波が町を襲い、死者９人、流出家屋は43戸におよびました。昭和南海地震

の体験者の多くは現在70歳から80歳以上となっておりますが、今もなお土地の中でその被災体験を

聞くことができます。

続いて私の町の被害想定について説明させていただきます。東日本大震災以降、内閣府や徳島県

から最新の科学的知見に基づきまして、何度も公表されました。恐らく高知県も同じだと思います。

平成23年度には徳島県がまず暫定値を公表しその後、内閣府から公表されました。

続いて平成24年度は内閣府から８月29日に美波町イコール最大津波高24メートルというのが出ま

した。こちら黒潮町は34メートルですね。24メートルというのはですね、徳島県内では最大となっ

ております。現在、私の地区では徳島県が10月31日に出しました最大12．3メートルという数字に基

づいて対策を行っております。そして今年度のかなり深刻な想定が公表されました。特に徳島県か

ら公表されました美波町の死者数なんですが2,400人亡くなるという、これは人口の31パーセント

にあたります。こういうショッキングな数字も出されました。しかし、この衝撃的な数字なんです

が、地域の中ではあまり反響は聞かれませんでした。恐らく度重なる被害想定の公表と想像がつか

ないことの大きな数値で住民の皆さんは恐らく「またか」とかいう感じとかするから「もうなるよ

うにしかならん」というような思いになっているのだろうと思います。

これが私の地区の浸水予測図です。地区のほとんどが10メートル以上浸水すると予測されており

ます。そしてさらに悪いことに、実は浸水エリア外にですね、この辺りには、ほとんど公共施設が

ありませんので被災後住民は野営するか、もしくは山を越えて他の町に避難するしか生き延びる方

法はないだろうと思います。

次に私たちの自主防災組織の活動についてご説明いたします。東日本大震災の以前は、私たちは
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防災の地域づくりのシーズとして捉えておりまして、防災と地

域が抱える潜在的な課題と組み合わせて楽しい防災活動を実施

してきました。その例を二つ紹介いたします。まず一つ目が変

わったタイトルになっていますが、「まじめな出逢い系～ぼう

さいAMOUR
ア ム ー ル

～愛する人を守るために」というサブタイトルま

で付いておりまして、こういうことをやっておりました。この

イベントはですね、防災訓練を通じて男女が出会います。男女

が交流することでまた元の防災意識の向上はもとより若者の出

会いの場作りといたします。今はやりの婚活ですね、婚活の防

災版を行っておりました。

第１回目の時は県内から24人が参加して、実施内容は私たち

が普段やっているような防災活動をやってもらいました。こち

らが心肺蘇生講習を行っている様子で、こちらが出会い仲良く

応急手当講習を行っている様子です。過去に2回開催しました

が、カップルも６人誕生いたしました。ただ総合リサーチによ

りますと、全て別れておりました。ゴールインしたカップルは

ゼロでした。

二つ目に紹介するのが「バンブーシェルターの製作」です。

これは地域の剰余資源、余った資源である「竹」、それから

「間伐材」を使ってですね、災害時要援護者を優先的に収納で

きる小屋を自分たちで作ってみようということでチャレンジし

ました。大の大人がですね、５人くらい掛かって10日間で作り

ました。こんな感じで作ったんですけど。避難所生活をしてい

てもっと、もっとじゃないですけど、何もせずに避難所生活を

するよりも、地域の中で何か体を動かしながら役に立てないか

なという発想でこういうことをやっていました。でもこれも半

年くらいしますと、雨漏りとそれとシロアリが来まして、大体

半年くらいで壊さざるをえなくなりました。こんな楽しい活動

を東日本大震災以前は行っておりました。しかし東日本大震災

以降、私たちが今までやってきた活動がいかに不十分であるか

ということを思い知らされました。

由岐湾内の沿岸部の住民はですね、美波町に南海トラフ巨大

地震が起きれば24メートルの大きな津波がやって来るという、

片寄った理解をしておりまして、高齢者は特に地震・津波に対

する諦め感がまん延いたしました。そして特に若い人たちは津

波の来ない所に引っ越したいということで、就学・就職、最近

は特に結婚を機にですね、沿岸部から転出する動きがよく見ら

れます。私たちはこれを「震災前過疎」と呼んでおりまして、
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この震災前過疎がどんどん進みますとコミュニティーが崩壊していきます。そして私たち行政から

見ますと財政基盤の崩壊にもなっていきます。

また一方、高齢者はどんなに頑張っても大津波が来たら逃げようもない。またいつ起こるか分か

らない震災よりも日頃の健康管理の方になるので、もう諦めている人も多くおります。よく聞かれ

るんですけれど、町中で「もうみんなで仲良く死のうね」ということをよくおっしゃっている方が

おりました。恐らく震災後は、もし助かったとしても、町外で暮らす親族の所へ移住するだろうと

思いますので、そうなるとさらなるコミュニティーの崩壊につながっていきます。このままでは本

当に震災で由岐の地域は消えてしまうかもしれません。そうならないために、私たち由岐湾内の防

災組織が連携しまして現在、「事前復興まちづくり計画」の策定を行っております。

この事前復興まちづくり計画とは、災害前から被災後の復興の在り方を考えて持続可能性を高め

る計画のことです。一言でいうと、「被災することを前提としたまちづくりをやっていきましょう」

ということです。この事前復興まちづくりという言葉は、本当に聞きなれないので、何か私たちの

言葉に置き換えようということで、役員さん方から提案してもらいまして、現在「ごっつい由岐の

未来づくりプロジェクト」という名前で私たちは活動を行っております。この、ごっつい由岐の未

来づくりプロジェクトによって新津波被害からの被害を最小限にとどめることができ、そして震災

前過疎をくい止め、なりわいやコミュニティーの絆を守り、震災が発生したのち集落を消滅させな

いことができるだろうと、私たちは信じて活動をしております。いうなれば地域のグランドデザイ

ンにできないかと思って、私たちは活動を行っております。

今迄やってきたとりくみをざっと出します。平成24年の１月から活動を始めまして、いろんな活

動を行ってきました。このとりくみには実は徳島大学さんが深く関わっておりまして、昨年７月に

美波町と連携協定を締結し、現在美波町の役場の３階に「徳島大学・美波町地域づくりセンター」

というのを開設しまして、そこを拠点に官・学・民が連携を強化しております。ちなみに彼が駐在

員の井若君です。今日、本当は来たがってたんですけど、ちょっと論文の制作で非常に忙しくて来

れませんでした。
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では具体的に未来づくりプロジェクトにおいて何をやってきたのか、簡単にご説明いたします。

まず、記念すべき第１回目は先ほども申し上げましたように24年の１月に行いましたが、この中で

東日本大震災の復旧・復興状況や、それから事前復興まちづくり計画の必要性について住民の皆さ

んにご説明いたしました。

続いて第２回目は南三陸町の馬場・中山地区の復旧・復興の記録番組を鑑賞し、その後、参加者

全員で「今後の防災活動について何をやっていこうか」というのをアイディア出しを行いました。

「ぼうさい夢リストづくり」というのを作りまして、いろんな意見を出してもらいました。この夢

リストの中には高台移転や、それから復興基地を作るなどの意見がありまして、少しずつ事前復興

を意識した考えが浸透していきました。

続いて第３回目では東北の岩手県宮古市から講師をお招きし、「東日本大震災からの１年の教訓」

と題して講演会を行いました。講演の中では津波の恐ろしさはもちろんのこと、復興計画の策定に

は期限が限られておって、期限内に間に合わすためには、なかなか住民の意見を反映できなかった

ことを教えていただきました。そして震災前から震災後の復興計画を模索しておくことの必要性を

教えていただきました。

第４回目は徳島県の建築士会さんと共同して「応急危険度判定訓練」を行いました。この応急危

険度判定訓練というのは、震災が発生したのち建築士等の専門家が被災住宅を回りまして、住宅に

引き続き住むことができるかどうかを判定する協議のことですが、今回はもちろん、私たちの地域

は被災しておりませんのでどうやったかと言いますと、老朽した空き屋を、被災した住宅と見立て

て訓練を行いました。

第５回目は南海トラフ巨大地震による新想定に関する説明会を行い、そしてその後、東北の被災

地における土地利用計画から、由岐湾内の「土地利用計画を考える」と題して、土地利用計画案の

素案を話し合いました。なぜここで今、土地利用計画を考えるのかという意義なんですが、東北の

被災地の事例を考えますと復興の妨げとなる問題を事前に解決し、そして復興に掛かる時間を最低

２年、最長４年短縮できるだろうと思いまして、このような土地利用計画を考えております。
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まず建築規制は今のところ掛かっておりませんので、短縮には関係ありませんが、移転先の候補

地がなかなか決まらない、そして３番目の住民の合意形成が進まないというのを被災前から行って

おくことによって１年は短縮できると思っております。そして移転先が、例えば保安林に指定され

ているので、それを開示する。あるいは移転先に文化財が埋まっているので、それの調査に対する

時間が遅れて、また１年短縮できる。それと土地造成の工事に約２年かかると言われておりますの

で、これも今から実施することによって、最長２年短縮できる

と考えております。それで最大で４年、今からやることによっ

て短縮できるだろうと考えております。

これがですね、私たちが考えた土地利用計画の素案です（左

図、上から１～３番め）。コンセプトは津波との向き合い方、

つまり、この地域に住み続ける方法を住まい方から考えるとい

うことで、住民の方々に提案いたしました。中身を簡単にご説

明いたしますと、津波浸水エリアにつきましては、ここは住ん

ではいけないという非住家にするんじゃなくて避難対策をきち

んとしておくゾーン、あるいは職住分離ゾーンとして「住んで

もいいですよ」という所にしたいと考えました。少しなんです

が地域の中で高い所がありますので、そこはさらにかさ上げを

行って、住めるようにするゾーンといたしました。さらに、こ

ちら高台は高台移転ゾーンといたしました。それと単に山を削

ってですね、高台に移転しようと言うだけじゃなくて、海の防

波堤とそれと道路がここにありますが道路をかさ上げしたり、

それとJRの盛り土がありますので、そこをもう少し強固にしま

して、陸の防波堤計画で多重防御をして、その奥にさらに住め

るようにしてはどうかという案を少しお見せしました。

その結果ですね、どんな意見が返ってきたかと言いますと、

住民の方の反応は「地域の全てが被災するというのは、まだ想

像できない」とか「その時が来なければ分からない」、「震災で

全てが壊れてしまうというのは困る」、「被災してしまえば次は

100年、150年後なので今の場所に住んでいる方がいい」とかで

すね、それから一方で「被災したのち土地を提供してもいいで

すよ」という意見も出てきました。ただ、「町が高く買い取っ

てくれるんだろうなあ」とか言われたりしました。「そもそも

由岐湾内地区で高台移転は現実的に無理なんじゃないか」とい

う意見も出ました。なかなかやはりこういう意見を見て東日本

大震災を教訓に土地利用を考えようとしても、なかなか現実味

が感じられなく思考停止に陥ってしまうような感じがいたしま

した。

次に徳島大学さんが行いました住民意識調査についてご説明
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いたします。この調査の目的は事前復興まちづくり計画の核となるものを住民の方から抽出し、さ

らに事前復興まちづくり計画に対する住民の意欲を聞き出そうといたしました。

全て説明してしまうと長いですので、いくつかポイントだけ引き抜いてきました。どんな質問内

容だったかと言いますと、まず「地域や町に関するもので、地震や津波から守りたいものは何です

か？」という問いに対して、「地域の人や命」と答えた人が参加者の66％、続いて「伝統や文化」

が29％でした。なので、こういうのが事前復興まちづくりの核になっていくだろうと考えました。

次に「町の良い所は、魅力は何ですか？」という問いに対して、「自然の恵み」が71％、「人間関

係」が93％、これは複数回答となっております。それと「住環境」が42％という結果となりました。

逆に「町の悪い所は、課題は何ですか？」という問いに対して「住環境」43％、「人間関係」

66％、というように良い所でもあり悪い所で住環境や人間関係というのが出まして、いわゆる本当

に田舎の人と人との距離の近さというのが、こういう良くも悪くも評価されているというのが良く

分かりました。それと「持続性」が42％ですね。この町が本当に続くのかどうかということを、少

子高齢化とか過疎化とか、そういうことに対する課題を挙げておりました。

最後に「南海トラフ巨大地震から由岐の町が復興していく時に、由岐に住んで、家を建てたいと

思いますか？」という質問に対して、71％の方が「由岐で復興したい」と回答いたしました。「町

外」は10％でした。被災前ではあるんですが、東北の被災地の現状と比べますと現段階ではまだ高

いと言えるかなと思います。

また、ちょっと変わったところで現在、集落の住民を対象に思い出の写真をデータ化し、CDに

収録してお返しするプロジェクトを行っております。東日本大震災では大津波で大切な写真がたく

さん流され、その後、ボランティアがそれらを集めて修復し持ち主に返したというのは、恐らく皆

さんもメディアを通して見たり聞いたりされたと思います。その教訓を生かしまして、南海トラフ

巨大地震に向けて震災前から大切な写真を守ろうということでとりくんでおります。お預かりした

写真をCD２枚に全部収録しまして、「１枚は普段DVDとかパソコンで見るように使ってください」

と、「もう１枚は避難袋に入れて持って逃げてください」ということで、行っております。つまり、
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守ると同時に迅速な避難に役立てていただこうと思いまして、このプロジェクトを行っております。

そして個人や家族の「思い出継承」からさらには「地域継承」につなげていきたいと現在とりくん

でおります。ちなみにこれも徳島大学のインターンシップの学生さんがいつも手伝ってくれていま

して、本当に助かっております。

最後に今後の展開についてご説明いたします。現在、徳島県では国に先駆けて津波災害警戒区域

の設定、いわゆるイエローゾーンの設定を検討しております。

しかし住民に対して何の説明もなくイエローゾーンを設定して

は、単に不安だけをあおり、さらなる震災前過疎、あるいは避

難放棄を助長してしまいます。つまり震災前から行政と住民と

のボタンの掛け違いが起こってしまいます。ですから今こそ

山・官・学・民が一緒になって地域、さらには徳島県の持続可

能性の向上について協議すべきだろうと思いますので、それに

ついて働き掛けていきたいと現在考えております。

次に「先行高台移転の候補地の整備」を検討しております。

先ほどご説明しました土地利用計画案の素案をお示しした時に

数名からですね、「うちの高台使ってくれてもいいよ」という

ことを言われました。そこで比較的小規模な造成工事で宅地を

造り、地域に住み続けたいものを受け入れたいと考えておりま

す。そのアイディアとして公共工事に伴う残土の受け入れを行

ったり、あるいは土地提供者・購入者に対する補助、補助がで

きないのであれば、例えば税の補助制度の創設ができないのだ

ろうかと考えております。ただ、なかなか美波町の方も腰が重

くて全く反応がないです。そして何より一番の課題がですね、

すぐに使える土地が本当にありません。「ここ使っていいです

よ」と言われているんですが、私たち素人目から見ると田んぼ

なので、表土を除いて土を入れたらいいだけかなと思ってたん

ですが、専門家の方に見ていただくと、ここは谷内の場所なの

で、谷を埋めてしまうと非常に危険であるということをおっし

ゃられておりました。過去にも阪神淡路大震災などでも、谷を

埋め盛り土というのは被災事例がたくさんありまして、ホーム

ページにも載っているくらいでした。ですので、なかなか使え

る土地が無いというのが現在の悩みです。

続いて三つ目に「更なる連携の模索」を行っていきたいと思

います。まず山間地域との連携を深めていきたいと思っており

ます。その理由としましては、例えば沿岸部の津波に対しては

沿岸部から山間部への避難、山間部から沿岸部への支援を期待

しております。逆に山間部での土砂災害に対しては、山間部か

ら沿岸部への避難、沿岸部から山間部への支援ということも考
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えております。それと「南海トラフ巨大地震の津波避難対策特

別強化地域」というのが現在検討されておりますが、その地域

との連携をもっともっと深めていきたいと考えております。そ

うすることによって、減災対策の現状や課題、解決方法等の意

見交換などができるだろうと思っております。ぜひ、黒潮町の

松本課長それから友永さん、このシンポジウムを機会にもっと

もっと連携していきませんか。本当に知恵を出し合う時が来て

いると思います。

最後にまとめになっていきますが、今後の地域社会というの

は、ますます低下していきます。その中で南海地震が起こった

ら地域はどうなるんだろうかと本当に心配です。恐らく復興で

きないかもしれません。私たちは事前復興計画、事前復興まち

づくり計画を作るのか、それとも地域終焉
しゅうえん

計画をつくるのか、

本当は、後者は作らなければいけないのかもしれないですけど、

私たちは諦めず事前復興まちづくり計画を作っていこうと思っ

ております。

最後に私たちが活動している理念なんですが「生まれ育った

地域に住み続けるための希望をつくること」そして「次の世代

に安心して託せる地域をつくること」を目標に頑張っておりま

す。私たちのとりくみはこれからも続きます。どうも御静聴あ

りがとうございました。
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（司会）

はい、浜さんどうもありがとうございました。美波町の状況を、ユーモアを交えながらお話をい

ただきました。事前復興まちづくり計画の必要性については震災前過疎をどう防ぐのかといったご

報告をいただきました。それではここで報告１から報告３について一括して質問の方をお受けした

いと思います。質問のある方は挙手のうえお名前を言っていただいてから、どなたに対してのご質

問なのかも合わせてお願いしたいと思います。それではご質問のある方いらっしゃいますでしょう

か。

（会場より質問）

報告２の及川さんにお聞きしたいんですけど、危険区域に平地が指定されているって言われてま

したけど、あの危険区域というのは期間を設けて設定されているものでしょうか？　それともずっ

とこの先、危険なので家は建てられないというふうな設定にな

っているんでしょうか？　

（及川氏）

災害危険区域は基本的にその条例の中で、期間を決めて設定

してるということはございません。恐らく過去の震災の明治三

陸・昭和三陸地震が、津波があって少したつと元の居た所にま

た戻って来るといったことに対する町の反省もありますので、恐らくその災害危険区域というのは、

これからずっと続いていくものだと思います。中にはその条例の結構前にですね、自分の土地に建

てられた方もいないわけではないんですが、数軒志津川の町の

中にはいます。災害危険区域はその23年の９月、10月あたりに

作りましたので、例えばその作業の中でも住民の方に意見を聞

いたり津波のきわのところですね、ここは災害危険区域にした

いんだけどもという、そういう相談を投げかけている所もあり

ますし、もちろん、本当にもうすっかり津波でやられた所は、

かなり本当に細かい仕事が多すぎたりしているところです。

（会場）

分かりました、ありがとうございます。

（司会）

他にご質問ございますでしょうか。

どうぞ。

（会場より質問）

岡林と言いますが、三浦さんにお尋ねいたします。映像を見た最初の時のコメントでですね、自

分は作業の時に２階にいたと。逃げるという気がその時はしなかったというか、また分からなかっ
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たという、ただ１階の職員や住民の人たちは逃げていたと思っ

たから自分も１階に居ればですね、逃げたかもしれないと、こ

ういうようなことを言われました。私は、だからそう言うと周

囲の者が逃げておれば自分も逃げると。だから今、「てんでん

こ」ではありませんけれども、何をおいてもお互い声を掛けて

まず逃げろと、津波のしうちから。そういうことが通り相場に

なっておりますけれども、役場の職員でさえですね、あまりの

揺れのひどさで「津波が来るよ」とこの揺れでは、「みんな声かけて逃げろ」という意識が訓練の

中ではですね、これらの中でできていなかったなという印象を受けたのと、それと１階の人たちは

「逃げ場がある」と思っていたけど、その１階の方は津波のスピードからいってですね、逃げおお

せれたかどうかということ。それとライフジャケットをぜひ用意すべきだと提案をして職場なりあ

るいは自分の車で積んでいるということを思ったんですけれども、俗に言ういろんな障害物が流れ

ておるので、やっぱりそれでもライフジャケットは付けていると浮かぶというか、そういうことで

思われたかどうかですね、その２点です。

（三浦氏）

うちの方では日中、勤務中の避難訓練をしていませんでした。それは反省点です。あの時にもし

以前から……。津波の対策はしていたつもりなんですけども、家に居てみて、その津波の浜に、例

えば「その町が、その浜の地域がどうなっているか」とか、確認の避難訓練はしているんですけど

も、ちょうど日中の防災、その避難の練習をしていなかったというのがあります。そしてみんなが

１階に居ると自分だけ行きづらい、１回集まってしまうと逃げづらいというのがある気がします。

「津波てんでんこ」はそのとおりだと思います。もし自分があのタイミングで、まあこう見て目の

前の志津川流域に「今だったら逃げれるな」と思ったんです。でも、自分一人だけ逃げるというこ

とはできませんでした。

それからライフジャケットについては、まず流されているどうしであれば、もう「そんなにぶつ

からないかな」と思うんですけど、あと地面にぶつかるか、ビルにぶつかるかって感じかなと思う

んです。たまたま、私の場合は最初の低い波で川が全部ぶっ壊されていってるので、私が流された

のは、ほぼ最後の波の高いところですから、最終的にはぶつかる物は何にもなかったという状況だ

ったんで、私的に思うのは、例えば低い所でもし流されても、

浮くことができれば地面にぶつかる確率も低くなるのかなと、

ぶつかる可能性もと思って、とにかく、もし実際に逃げるよう

な時でもライフジャケットを持たなくてもすぐ逃げては欲しい

んですけど、万が一逃げ遅れるタイミングがあるとか、いろん

な事情があるかもしれないので、そんな時に少しでも生存確率

を高めていただきたいなと思いました。

（司会）

他にご質問ございますでしょうか。
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よろしいですか。無いようでしたら、ここでパネルディスカッションの準備のために休憩を取り

たいと思います。３時35分から再開したいと思います。よろしくお願いいたします。

（休憩）

（司会）

時間となりましたので、再開したいと思います。これからはパネルディスカッションに移りたい

と思います。今回のシンポジウムのテーマでもあります事前復興について、高知県内の事例なども

交えながら共に考えてみたいと思います。それではパネラーの皆さんとコーディネーターの方をご

紹介させていただきます。

パネラーは先ほど、ご報告をいただきました三浦勝美さん、及川貢さん、浜大吾郎さん、そして

ここからは高知新聞社会部の大山泰志さんにも参加をしていただきます。大山さんは高知新聞の

『高台移転、高知の沿岸集落は』という記事も書かれておりまして、高知県内の沿岸集落の取材を

多くされております。そしてコーディネーターを務めていただきますのは、黒潮町役場情報防災課

長の松本敏郎さんです。松本さんは昨年の第２回のシンポジウムでも黒潮町の取り組み、事例など

の報告をしていただいております。

それではこれからの進行は松本さんにお譲りしたいと思います。松本さん、よろしくお願いいた

します。
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「事前復興を考える」

◎コーディネーター　　松　本　敏　郎 氏（黒潮町役場）

◎パネラー　　　　　　三　浦　勝　美 氏（宮城県南三陸町役場）

及　川　　　貢 氏（ 〃　　　　）

浜　　　大吾郎 氏（徳島県美波町役場）

大　山　泰　志 氏（高知新聞社社会部）

（松本氏）

では、ここから私の方がコーディネーターということで、進行の方を務めさせていただきたいと

思います。今日、このメンバーを迎えて、非常に大それた役なのかもしれませんけれど、精一杯務

めさせていただきたいと思います。最初は３分くらいということで時間を頂きまして、自己紹介か

らということでございますので、少し私の方を皮切りに自己紹介をさせていただきたいと思います。

先ほどご紹介いただきましたように、町の情報防災課の課長を現在しております松本と申します。

私が防災担当、非常にベテランとかそういうことではなくて、まだ防災の担当を受けて２年になっ

ていません。３月いっぱいでやっと２年になるような状況でございます。あとちょうど2011年３月

11日の時にはですね、総務課の情報推進係というところで町中に光ケーブルを張り巡らすような仕

事とか、そんなような町全体の総合振興計画を作ったりするような仕事をしておりました。その後

のちょうど昼前ですね、東日本のあのような大震災があった後、内閣府の中央防災会議が2012年の

３月31日でございました。これまでの想定外が許されないというのが、ここで現在の科学的知見を

もって最大級の地震想定、南海トラフにおける地震想定でございますけれど、それを出した2012年

３月31日の次の日から情報防災課の課長となりました。

その後、町長に、当時34.4メートルという津波が来るかもしれないという情報。それから最大震

度は７であると。高知県では最短

２分で来るかもしれない。三つの

情報をまず知らされた訳でござい

ますけれど。町長に私は「さて、

何からやりましょうかね」という

ようなことを、告げてきたのでご

ざいます。その前は町長の方も、

この情報では防災対策は取れない

ので、防災思想を作ってほしとい

う指示も、まず最初にいただきま

したね。

それで、「東日本にまず行って
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こなければ話にならないでしょう」ということで行きました。１週間ほど時間を頂いて行ってきた

んですけれど、仙台空港に降りて、そしてその日は浜を歩いて、それからずっと東の方に上って行

くわけでございますけれど、東まず志摩市の野蒜
のびる

の駅の状況をちょっと聞きまして、突然、入野の

松原とそこが重なってしまって、これはこの私が今から担当する仕事をするのは、心して掛からな

ければえらいことになるというふうに体中でめちゃ震えたような状況を今でも覚えております。ま

だまだ様々な課題を持ってやっと２年目になるわけでございますけれども、今日のシンポジウム、

いろんな本当に衝撃的な現場での体験談、本当にこれからの私たちの対策にとって大事なことは、

今日はたくさん聞けると思っております。進行を任されておりますので、どうかよろしくお願いし

ます。

では、次に私の隣の三浦さん、先ほどレポートいただきましたので自己紹介するまでもないよう

ですけれど、簡潔にお願いしたいと思います。

（三浦氏）

今、当時から人事移動がありまして、現在は議会事業の仕事をさせていただいております。議会

の前に座った議員さん方と一緒に遠くの町に視察に行くこともありまして、すぐ防災対策の関係で

震災後も、私、本年度は和歌山の串本町「一番早く津波がやっ

て来る」と言われている町なんですけど、そこに訪問させてい

ただきました。震災後にも議会事務局ごとに、いろんな町にと

いうか、今迄ご支援いただいたいろんな地域の方に御礼も含め

て、随分訪問させていただきました。初めてなんですけれども、

いろいろ訪問させていただきました。

（及川氏）

及川です。私は合併前の旧歌津町役場という所に平成８年に入庁いたしまして、６年目にですね、

町営住宅の方の整備、それから管理の担当の仕事を始めました。そこからずっと住宅行政に携わっ

ております。震災後も町営住宅については、比較的小さい町の割には、400戸ほど管理していたん

ですけれども、その中で252戸が津波で流出しました。その町営住宅の管理をしながら、今度は仮

設住宅の整備、そして仮設住宅が一段落した後、災害公営住宅

の線ということで、そういった感じで仕事をしております。

震災前の町営住宅とかのその経験が、震災後に生きているの

かと言うと、実際生かされているのが１割か２割くらいであっ

て、本当に震災の規模、それから業務量も相当なもんですし、

いろんな模索をしながらですね、仕事を続けてきたところであ

ります。

（浜氏）

美波町・地域振興室の浜です。私は10年余り防災担当でやってきたんですけど、５年前に希望し

て水産振興担当に代えていただきました。なぜ水産振興かと言いますと、やはり私の町も海の町で
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すので、生業、それから地域の持続性を考えると、やはり水産

振興を１度経験したいと思いまして、頼んで代えていただきま

した。現在水産の中で何をやっているかと言うと、大きなお金

は儲からないんですけど、ヒジキの養殖試験を現在地元の大学

と連携して行っております。ようやく商業ベースにも乗りつつ

ありまして、少しなんですが水産振興の方でも結果がようやく

見えてきたところです。あと我が家の業務としましては、掃除

係と、それと洗濯係と、布団干し係と行っています。気を使って笑う所ですけど、多分このメンバ

ーの中で、大喜利で言えば恐らく私は木久蔵
き く ぞ う

かなと思いますので５時まで頑張ります。お願いしま

す。

（大山氏）

高知新聞の社会部で防災の担当をしています大山と言います。もともと会社に入って今12年目な

んですが、防災の担当始めて４年半くらいになります。その前も須崎の支局に居て、その頃防災の

取材をしてたので、防災に関わり出してからで言うと５年、６年くらいになるのかなと思います。

ちょっと手短に紙面、うちの高知新聞の紙面だったり、取材内容についてちょっと紹介させてもら

いたいと思います。

東日本大震災後の土地の県内全般的な南海トラフ地震に対する防災意識というのは格段に高まっ

てきたんですが、うちの新聞でもそれ以前から地震の防災についての紙面作りというのには取り組

んできました。今から10年少し前、2003年の４月から高知地震新聞という１ページの特集面を企画

して防災に役立つ情報を少しでも、とっつきやすくというのか、分かりやすく伝えるようにという

ことで紙面作りをしています。掲載日とかも毎回ちょっと少しずつ変わってきてるんですが、今は

昭和南海地震が、昭和の21年12月21日に起きたということに合わせて、毎月21日にその紙面作りを

しています。

ここでお話するのにちょっと第１回目の紙面とかを振り返って見てみたんですが、その頃、阪神

大震災があって防災意識というのは徐々に高まって、南海地震も確率が高まってきて、そろそろ地

震に備えようという気運が盛り上がってきた頃ではあったんですけど、その第１号の見出しとかを

見ると、「小さかった昭和南海、次はでかいと認識しよう」というような見出しが付いていて、今

であれば改めて説明することもないようなことなんですが、今と見比べると、「やっぱり読者の方の

意識だったり、知識だったりというのが大きく違うんだなあ」というふうに再確認したことでした。

東日本大震災についての取材なんですが、うちの新聞でも東北は少し離れているので、なかなか

足を運べなかったんですが、３月下旬から４月に掛けて、僕自

身も２回に分けて宮城県から岩手県まで取材に伺って三浦さん

と及川さんがいらっしゃった南三陸の方にも２回ほど足を運ば

せていただきました。取材に行くことで被災者の方にご迷惑を

掛けた部分もあったかとは思うんですが、どうしても次のその

南海地震が、やはり高知県の新聞として、被災地を見なければ

伝わらないことというのは、多々あるだろうと思って取材に伺

－ 53 －



わせていただきました。距離的に離れていることもあって、高知県の方にとって少し遠いというイ

メージは少なからずあると思うんですが、少しでも接点を見いだせるような原稿を出そうというふ

うに心掛けてはいます。国のシュミレーションだったり、浸水予測も含めてたびたび新しいものが

出てますし、それだけでなく、増加されてくる情報だけでなく、やっぱり皆さんがとりくまれてい

る各地の市町村だったり、一緒になってとりくまれることも含めて、その後、黒潮町の高台移転の

とりくみとかもそうなんですが、他の市町村が参考になるようなことに、つながればなという思い

で取り上げています。今日はよろしくお願いします。

（松本氏）

はい、ありがとうございました。さてこれから５時までの時間いただいて、パネルディスカッシ

ョンを進めていきます。構成についてですけれど、これからですね、私が皆さんにお勧めするお話

の流れはですね、まず事前復興のことについて「事前復興をどう考えるか、それから何ができるか」

というようなことについてお話をいただきたいと思っております。

続いてその次にはもう少し具体的なところに踏み込んで高台移転に絞って、それぞれ皆さんのご

意見をいただき、そして最後に総合的なまとめをいただくような流れにしていきたいと思っており

ます。

それで私の方でまず事前復興について定義を、基調をまとめるというふうな宿題を頂いておりま

して、３日ぐらい前から眠れず考えておりましたけれど、非常に先ほど発表してくれた浜さんがで

すね、非常に分かりやすく事前復興の考え方について説明していただいたんじゃないかと思います。

最後の方にですね、生まれ育った地域に住み続けるための希望を作ることが、次の世代に安心して

託せる地域を造ること。こういうために事前復興のとりくみが必要であるということがお話されま

した。

正しく町の歴史を振り返ってみますと、1707年、今から307年前にこの町は大きな震災に襲われ

ました。その時の歴史をひもといて読んでみますと、ことが起こった時から、復興までに100年た

っています。100年と少し、こういう書が残っております。つまり３代、４代に渡ってその爪痕が

残ったような状況です。やはりその間、非常に生活が厳しくて大変な状況であったと思いますね。

今そういう歴史を繰り返さない、そして東日本で今日どういうことが起こったか、具体的なお話

もたくさんいただいております。それから現在、それに対してどういうふうな課題を持ってとりく

んでいるか、時間が掛かる分たくさんお話していただきましたので、そういうことも踏まえてこの

事前復興についてはですね、まず、やはり古里はそれぞれ海に近い所です。でも地域は海の恵みが

あって、やっぱり希望を持って住み続けれる古里であり、住み続ける所ではあるわけで、そしてや

がてその日が来ます。その時が来たときにいかにうまくその場

をしのいで、そしていかに平日、平常に戻すか、そういうよう

なことを備えるためにですね、「何が必要であって何ができる

か」っていうようなことに、絞ってですね、それぞれの皆さん

に意見をお伺いしたいと思います。

先ほど、三浦さんの方から「まずは死なないことが大切です」

とか、それから生き残ってもですね、やはり家族を失うと希望
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も失う人も多いという話もいただ

きました。さまざまな形のさまざ

まな立場のご意見が伺えると思い

ますので、最初は定義をうまく整

理してくれた浜さんの方から、先

ほどの話の整理になるかもしれま

せんけれど、「この事前復興とい

うことをどう考えるのか、何がで

きるのか」、そのことについてま

ずはお願いしたいと思います。

（浜氏）

あの、すいません。トップバッターを私に振っていただいたんですけど、自分で事前復興まちづ

くりとかいろいろ言っている割に実は本当に迷っております。そもそも事前復興というのはですね、

今は違いますけれど以前いらっしゃって、首都大学東京にいらっしゃった中林樹先生という方が、

考えられた作られた言葉で、東京都の方ではもう既に事前復興計画というのは出来上がっておりま

す。私たちはこの事前復興計画という東京都が作った行政的な計画ではむしろ駄目、はっきり言っ

て駄目じゃないかなと思っていまして、住民の方々が主体となって、まちづくりということを加え

た事前復興計画まちづくり計画でなければいけないのだろうと思っています。

東京都の何が駄目かと言いますと、やはり行政的な計画であったり、それからどう復興するかと

いうことしか述べられてないですけど、被災してどう復興するかしか述べられてないんですけど、

私たちはそれをもっと大きくまちづくりとして捉えて、この町をどう存続させるとか、未来へどの

ように次に継承していくのかということを考えて文章化していきたい、計画化していきたいと思っ

ています。

そもそもまちづくり計画というのは、どこの市町村にもありますけど、見られたことが結構ある

かとは思うんですが、大体バラ色の未来のことばかり書いているんですよ。福祉のことについては

本当に体制的に、本当に余裕もない割にいいことばかり書いて、「あんなことします、こんなこと

します」書いている割に具体的な案は書いてないんですよ。でも事前復興まちづくり計画では、も

っともっと現実を見つめて、しかし本当は少子高齢化であったり、その先には大震災も待っている

んだよと。その中で「もっと現実を見つめて町の将来を考えて行きませんか」というのが事前復興

まちづくり計画なのかなと思っています。

私が迷っていると言ったのは、実はその事前復興まちづくり計画を作ったところでどういう位置

付けができるのかというのが、まだ全く答えが見えてないんです。行政の方には先ほど言いました

まちづくり計画、総合計画、それから都市計画であったり、たくさんの計画がありますけど、じゃ

あ、「その事前復興まちづくり計画を作ったから、その地域どうなるんですか」って言われたら、

正直何にもまだビジョンがないです。ただ住民主体できっと作らなければ、この先いけないんだろ

うなというのは思っております。まだそれくらいの答えしか持ってないです。すいません。
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（松本氏）

ありがとうございます。事前復興まちづくり計

画が、どのように役に立つのか迷っているという

ようなお話でございますけれど、私の知っている

範囲では少なくとも、役に立った例はあるんじゃ

ないかと思ってますね。阪神淡路大震災が起こっ

た時に、あれは震災の１週間後に基本方針を行政

が決めて、約２カ月で計画を決定しております。

そういうふうな行政指導が早いペースでやったも

んで、その後は大変だったそうですね。住民と行政の混乱が非常にあったそうです。それでそうい

う方法を取らなかった、いわゆる実際のまちづくりをやった例というのは、有名な話でございます

けれど。何か神戸市の長田区と東灘区、真野地区と、深江地区ですけれど、この二つは事前にまち

づくりを住民が「ああでもない、こうでもない」と時間を掛けて事前にやっておったそうです。そ

ういうところがですね、非常にうまくいったという事例を報告しておりますので、やはり、そうい

うところにヒントがあるような気がします。

じゃあ、続いてそうですね、じゃあ、三浦さんお願いしたいと思います。

（三浦氏）

はい。事前復興の中で、この被害想定されることによる住民が減っていくという過疎の話を事前

に聞かされておりまして、それを食い止めるということに対する対策が実は全然思いつかなくて、

この場で何も話ができないということを実は私、嫁の方に夕飯の際にですね、話をしたんですけど、

その時に嫁が言いきったのが「今はしょうがない」と。「今はしょうがない」、いずれ復興すること

ができるんだと。そういう歴史を繰り返している。とにかく生き続けられることが大事だというこ

とで嫁にそれ言われて、10歳下の嫁に言われて、逆にちょっとホッとした部分はあるんです。南三

陸町長もその人口減、いわゆる減っている状況を阻止する言葉が、コメントと謝罪も具体的には出

てこないと、いう状況であると思います。

しかしながら、私は理想論かもしれませんが、黒潮町の皆さまのこれまでのとりくみだったり、

そして今日までお近づきにさせてもらった皆さまのその人材の意気込みだったり、黒潮町の情報を

最後にインターネットで検索しました。「恋するフォーチュンクッキー黒潮町バージョン」を発見

しまして、あれを見て、何か「いいなあ」と思って、皆さんのチームワークというか、何か、あっ

たか味を感じました。そして今日、訪問して町も本当にすばらしいロケーションでした。いざ何か

が起きたとき、町を離れないで愛して協力し合っていっていただける町なのかなと実は感じました。

ただ、どうしてもいろいろ調べていく中で自然人口の減少もありますので、どうしてもそれには

若い人が定住するという部分で、やっぱりそれが必要なのかなと思いました。うちの合併した、南

三陸町として合併する前の志津川町と歌津町というのもありまして、我々は歌津町側の人間なんで

すけれど、その子どもたちのアンケート調査で、「やっぱり、町を離れたくない」というのが、歌

津の地区の子どもたちが多くて、現在も人口としては歌津地区の減少率が低いということで、そう

いう意味では小さい町でなじみが深くて、やっぱり愛着がある。これからもその地元で暮らしてい
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きたいという、町に震災が起きても、そういう状況にあるんです。

いずれ、どうしていいか分からない状況ではありますが、少なくとも、住民の皆さんと一緒に仲

良くしていけたらいいなとは思うんですけど、そんな感じで本当に黒潮町の皆さまの様子を拝見し

ておりました。

（松本氏）

はい、ありがとうございます。本当に先ほどの話を聞いても、三浦さんの凄まじい体験、それか

ら圧倒されたと言いますか、ちょっとびびってしまったような感じでございます。現在のところな

かなか事前復興ということが考えられる状況では、なくもないわけです。それもうまいことですね、

及川さんの方から続いてお願いしたいと思います。

（及川氏）

私は正直、事前復興と言う言葉は今回初めて耳にしました。もちろん、南海トラフの新想定はど

こかで目にはしていたんですけれど…。それを受けて事前復興というそういう動きがあるというこ

とも今回初めて分かりました。仮に私たちの町で震災が無くてこういった、例えば黒潮町と同じよ

うな感じで、そういう想定がなされた場合、「じゃあ、事前復興というのができるのか」というと、

行政の動きは別として多分その住民の方、「じゃあ、高台に」という議論はちょっと難しいのかな

と思います。

漁業で成り立っている町でありますので、今回のこうした集団移転にしても、もう本当に自分た

ちが今、漁場というか、そこの目の前には自分たちの今迄漁をしていた所の海が見えるその高台に

行きたいという思いが強くて、今回18団地という数の多い団地ということで、今計画をしていると

ころです。私たちがちょっと考えを述べるというまではいかないんですけれども、例えば震災後、

例えば防災集団移転に関していろいろな問題が出てきました。例えば区割り、その集落の区割りと

かでも、スタートラインに立って行政と住民の話し合いが始まってしばらくたった後に、一つの団

地が二つに分かれるとか、そういったケースというのは二、三の集落で起こりました。そういうの

が起こると、その計画自体も一からの計画ということになってしまいますので、それだけでも時間

を要してしまうということになります。

先ほど、ちょっとお話させていただきましたけれども、福島県でこれがなかなか困難を極めてお

りまして、まだ３年たってもなかなか再建方法を決められない住民の方おります。こういったその、

例えば先ほどの集落の区割りにしても、町が考えているものと住民が考えているそのものというの

は、必ずしも一致しているわけではないというのが今回分かりましたし、そういったこともですね、

もし事前に、まあなかなか難しいとは思うんですけれども、そういう情報を把握とかしていくこと

ができれば、もしかしたら震災が来た後、あまり時間が掛からない中での高台移転ができるのかな

と思っております。

それからあと、防災集団移転の制度についても当初は東日本大震災の特例というのは、震災後の

数ヶ月間は国から特に発表とかはなくて、従来の防災集団移転の制度を適用しますという回答であ

ったんですが各市町村、被災自治体の市町村から要望を挙げていって、例えば造成に掛かる町の持

ち出し分は２分の１から８分の１へ減らされましたし、そういった数ヶ月間での動きがありました。
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例えば、こちらの方で使える制度をもう一度見直すというか、じゃあ、こういうことができないの

かと言ったところですね、国に要望していくというのも、確認をしていただいた方がいいのかなと

思っております。

（松本氏）

はい、ありがとうございます。そうですね、防災集団移転促進っていう当初は従来の特例な事情

で今通ったんですね、最初の方も。この防災集団移転促進事業、昭和47年にできている制度なんで

すけれど、事前の指示するのはですね、昭和47年から災害の前にこの事業をやった所は全国にない

んですね、そういう意味で特例がないと非常にやっぱりいろいろ問題ですので、それを被災後にで

すね、使えというのは、なかなかそれは大変だったと思います。その特例で見て現在は防災集団移

転促進事業を使った高台移転が順次進んでいるということですので、高台移転については次のテー

マで少し踏み込んで、もう少しお話をお伺いできればと思います。では、先に大山記者お願いしま

す。

（大山氏）

記事でもよく事前復興という言葉を使うんですけど、事前復興という言葉でも、すごく分かりや

すいようで実は先ほど、「迷われてるとか」、「どうしよう」とおっしゃられてましたけれども、分

かりにくい。「事前」と言う言葉も「復興」と言う言葉も分かるんですが、事前復興となった時に

なかなか分かりにくい言葉だなと思って、それこそ高台移転の連載をする時に、ちょっと防災とか

復興の専門家の方に会う機会があったので「事前復興というのは、そもそもどんな意味ですか？」

と素人ながら聞いてみたんですが、その方はそもそも復興というのが、「失ったものを取り戻す」

とよく言われるけれどそうではなくて、復興というのは「衰えていたものが元気になることだ」と

おっしゃられていました。衰えているものというのは何かとお聞きすると、それはコミュニティー

であったり、地域社会であったりとまあソフト的なものもそうだし、あとボロボロになった家を頑

丈なものにするということも復興だと話されていました。

東北では今復興が進んでいますし、そのために高台移転というものにもとりくまれていますが、

もちろん高台に復興ということになるんですけれど、より安全な所に移るということを考えると東

日本大震災からの復興であるというのはもう間違いないんで、それイコールその30年に一度来ると

言われる次の三陸沖地震に対する防災にもつながることなんだろうなと思いますし、何かそんなに

考えると結局その事前復興というのは、より安全な地域を造ることで、それで避難路を整備するこ

とも含むでしょうし、そのよりよいコミュニティーを作って助け合うことも含めて、その場所に住

み続ける理由まで含めて考えることかなと思って、結局その事前復興といった難しい言葉ですけど、

結局その防災だったり、まちづくりだったりということを、着々と進めるということに戻ってくる

のかなあと思うようになりました。

県内をよくあっちこっち、もちろん取材に行くんですが、その中で高知市のはりまや橋の東側に

二葉町という地区があって海抜０メートル地帯で、ご存じの方も多いと思うんですけれど、昭和南

海地震でもそうですし、次の南海トラフ地震でも長期浸水で水没するみたいな状態になると言われ

ています。ここは昭和の地震でも水没した、長期浸水で水没したということもあって、もともと東
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日本大震災前から防災に熱心な場所で、たびたび記事でも取り

上げるんですが、その中の特に面白いと思ったというか、進ん

でいるとりくみだなあと思ったのが中山間部の仁淀川町という

所と交流してるという、記事でも１回出しているんですけど。

その話がすごく反響を呼び、面白かったので紹介したいなと思

うんですが、今も言ったように昭和南海地震でもこの二葉町と

いうのは、１カ月くらい長期浸水で暮らせなかったですし、も

ちろん高知市でも人口が多い割に浸水しない地域が少なくて避難所がそこそこ確保できないという

問題も抱えていて、その中で自分たちで事前に避難先、二葉町のまだ疎開先と言われてますけど、

疎開先を確保しようというとりくみです。

疎開保険と言う枠組みを作りたいというふうにもおっしゃってましたけど、どういうものかと言

うと、その二葉町の方から会費を集めて、そのお金を使って仁淀川町の方で農作物を普段から作っ

てて、その普段被災じゃない時というのは農産物を仁淀川町から二葉町の方に送りますし、もし被

災して疎開した時には防災食というか非常食として使おうというとりくみです。仁淀川町側が被災

時に二葉町の人たちが避難生活を送る場所というのを、例えば空き屋だったりで確保しておこうと

いうものなんですが、仁淀川町側にも防災・減災につながったり、交流人口の増加につながったり

という、どちらにもメリットがあるとりくみで、それを事前からやっているということが事前の交

流、事前復興なんですけれど事前からの交流を含めてやっているということがとても面白いなと思

いますし、その事前復興というものにとりくむことで二つの地域がより良い方向に向いてるんだろ

うなということで見ても興味深いとりくみだと思います。

先ほど神戸市の長田区のお話が出てましたけれど、長田でも再開発だったり都市区画整理事業だ

ったりが導入されてましたけど、やっぱり大規模な再開発があった所では町がせっかく奇麗な建物

ができたけれど、逆にシャッター街になってしまったりというような問題があって、長田区でもそ

の事前にまちづくりを考えてたことで進んだ面もありますし、それだけ考えててもやっぱり手間ど

った部分もあったと言われてましたし、やっぱりその、また少しでも事前に考えておくことで、や

っぱりより良い方向へ向いて行くんだろうなと思います。奇麗ごとになってしまうんですけど、結

局事前復興というのはハード面だけでなく、地域で被災することを事前に考えておくことこそが事

前復興なんだろうなと再確認したことでした。

（松本氏）

はい、ありがとうございます。具体的なソフトに近い実践取材の例を挙げていただいたと思いま

す。今日の事前復興について今日の会合を企画した１人の友永さんから、事前復興については事前

防災の内の生活に密着した古いまちづくりである暮らし・職業・住まいの分野にあった全ての活動

について、考えていくことが良いんじゃないかというお話を伺っております。

次は、そのさまざまな事前復興のとりくみの中でも、最もハード的なことになるかもしれません。

現実的な生活の基盤というか、究極と言ってもいいぐらいの防災の対策について、そこにちょっと

焦点を絞って、皆さんからご意見を頂戴したいと思います。黒潮町のそういうとりくみを黒潮町内

の出口（いでぐち）という地域で現在勉強会というのを10月から開催しております。本日のこの会
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場にも出口地区からですね、何名かご参加いただいておりますけれど、あくまでもまだ勉強会のレ

ベルということで、さまざまな課題が住民側と、それから町の方にまだある状況でございます。

これからこの高台移転、事前復興一つの方法ですよね、その高台移転について被災地のとりくみ

も事例を含めてご意見をお伺いしたいと思います。最初はじゃあ、及川さんの方からお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。

（及川氏）

先ほど、ちょっとお話いたしましたけれども、高台移転が町内で28地区整備をしております。問

題点として先ほど述べたこと以外で、事業を進めていくにつれて、例えば志津川中央地区という所

では途中で遺跡が出てきまして、そこの発掘調査で１年半くらい時間を要しました。最終的にはそ

こで高台移転を進めていくことになると思いますけれども、計画を立てて実行していくその最中で

もさまざまな問題が出てくることは、ちょっと頭の中に入れていただきたいなと思っています。遺

跡じゃなくても、まあこれはあまり大きな声では言えませんけれども、例えば不法投棄だとかそう

いった20年前、30年前くらいに、そこに埋めてあったゴミとかが出てきて、それでもまた半年とか、

そういう時間を要した経緯があります。

そういった障がいというのは、町はいろんな関係機関と調整して協議して進めていくわけですが、

その中でも並行して住民との話し合いをしていく。あるいはこれが駄目だといった議論がずっと毎

週、毎週のように、続いていくわけです。住民の要望はできるだけ町の計画に反映をさせたいと考

えて計画を作るんです。そのとおり住民の要望全部を聞けばいいんでしょうけど、なかなかそうも

いかない。落とし所を見つけて最後に計画を練るんですけれども、例えば復興庁のヒアリングの時

には「これはいりませんよね」と、そういった話も出てきて、１歩進んで２歩下がったりする時も

ありますし、そういった時間というのが、最初に計画していた時間よりも多く掛かるということは

被災地では当たり前という感じです。

ただ、やっぱり先ほどの町営の仮設住宅に住んでいる方にとっては、「早くその団地ができれば

戻りたい」、でも３年、４年掛かるんであればちょっとそれは「こっちに居た方がいいんじゃない

のか」という声も聞かれます。担当レベルで被災者の方とお話しますと、それは本当に皆さん切実

なので、町に帰ってきていただきたいんですが、「帰ってきてください」とはなかなか言えない、

そういった実情もあります。ただ、本当に１日でも早く、そういう高台移転、災害公営住宅をでき

れば完成させて１人でも多くの方に戻ってきてもらいたいと、今そう思いながら事業を進めている

ところです。

（松本氏）

はい、ありがとうございます。先ほどの話で、ちょうど財政規模が、15倍くらいに上がったとい

うのは非常に驚いたんですけれど、これは予算が多くなれば町は助かるなんてことは大間違いで、

マンパワーがとても足らなくなるのであって、大変なことなんですね。そんな訳で、災害公営住宅

もそれから高台移転も大変な作業であると思います。

じゃあ、次に三浦さんの方からお願いしたいと思います。
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（三浦氏）

今うちの町で、高台移転でその問題点が、造成の完成を待ってられないという方々、お年寄りの

方々とか、例えばうちの嫁のちかくの僕のおふくろと、嫁のおふくろとおばあちゃんの２人なんで

すけど、どうしても地域の志津地区という地域で本当は高台移転に申し込んではいるものの、早く

家を建てて仮設住宅を離れて家で過ごしたい。地域で、みんな

で、とにかく家で人生を全うしたいという意見で、もう土地を

借りて家を建てる申し込みを始めております。そういう方々が

現在も出ております。我々の問題としてやはり時間が掛かると

いうことで、例えば歌津は南三陸町の震災のことを考えて高台

移転ということを初めは考えていたんです。もっと早くにこの

地域はこの場所、この地域はこの場所とか住民での話し合いを

もし進めていたならば、「もっと早い着手ができたのかな」と思いますし、及川の話では文化財の

遺跡が発見されることも早めに調査してあれば、もっと早い造成が、着手ができたのかなと思いま

す。

もしも高台移転を進めていたならば、早い地域設定とかもし可能であれば、そうしてもらったら

どうなのかな、と。町の中でどうしても被災地域は高台移転ということまで想定していない。本当

は想定するべきだったんでしょうけど、それをしてなかったと、時間が掛かる。よそよりも時間が

掛かることによって住民が離れて行ってしまう……そういう問題が起きている。またお金を借りれ

ない状況という方もいらっしゃいますし、収入の面で問題が発生してる。その状況を、もし事前に

計画を持っていれば、計画ができたかもしれないし、そういうやっぱり事前の準備が我が町も必要

だったかなと思います。できるのであれば、そういう計画をこれから作っていただけたらどうなの

かなと思いました。

（松本氏）

はい、ありがとうございます。被災された地域の方の生の声として、やはり高台移転のようなも

のが必要であるというご意見だったと思います。黒潮町も含めてこの高知県の議論のなかで、高台

移転そのものが良いのか、悪いのかで議論もございます。それらの問題というのは恐らく地域の方

に金銭の問題とか、財政の問題があると思いますけれど、何よりも自らの地域、そして自らの体験

としてのご意見は、非常に重いものではないかと思っております。次は浜さん、お願いします。

（浜氏）

恐らく松本さんもそうでしょうし、こちらのご参加の方々もそうだと思うんですけれど、高台移

転が全てOKというわけじゃないと思っているはずだと思います。私も実はそれで、ただ選べる方

がいいですよ。何かのコマーシャルで見たかもしれないですけれど、選べた方が良いと思うんです。

高い所に行きたい人は高い所に、低い所に住んで自分の命を守れるという保証があるのであれば今

の所に住める方がいいのかなと思っています。

ただ一方で私たちも高台移転のできる候補地を模索しておりまして、探しているのですけど、な

かなかありません。先ほどお示ししたような土地利用計画案をお示ししてもなかなか現実味がない。
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土地計画の専門家の方にあれをお見せすると、「じゃあ、あなたたちどんな町を描いてるの？」と

言われます。とにかくみんなてんでんばらばらにコミュニティーを挙げてしまうと、いける人から

挙げてしまう。「じゃあ、コミュニティーの機能とか、それから利便性とか、景観形成とか、どう

いうふうに考えてるんですか？」と言われまして、実は何にも考えてないんです。ただ単に選べる

方が良いというくらいしか考えてなかったですけど、でも本当に次の世代にきちっと残していくの

であれば、まずしっかりとその議論をして、どういう町を描きたいのかというのは、今私たちの世

代がしなければいけないんだろうなと思っております。でもその中で低い所にも住むのもあり、高

い所に住むのもあり、というのは選べた方がいい。取りとめもない答えになりますが…。

また余談なんですけど、ある都会からの専門家が来た時に言われたんですけど、「あなたたちの

小さな集落だったら、都会のマンション１戸建てると十分賄えますよ」と言われました。めちゃく

ちゃ腹が立ちましたね。あのやっぱり私たちはこの地域の、何て言うんでしょうね……本当に

DNAでずっと植えつけられたようなものがあるんだと思うんです。その中でこの地域が好きなん

でしょうね。なので本当に全くきちんとした理由も無くこの地域が好きでこの地域を残したい、そ

して次の世代に託したいという思いが強いだけで、だから生き残るためにどんとモーション掛けて

ハイ終わりというのは絶対にしたくないなと思います。

（松本氏）

はい、ありがとうございました。やっぱり選択できる方がいいと、これは取りあえず正直なご意

見ではないかと思います。黒潮町のことは、私は大概わかるんですけれど、県下的に見てそれぞれ

の信頼関係を無くすると、どのように思うことについて考えてるのか。これは大山記者が非常に詳

しく取材されておると思いますので、続いて大山記者の方からお願いしたいと思います。

（大山氏）

南海トラフ地震の特措法（特別措置法）が成立したこともあって、やっぱりその事前の高台移転

というのが話題になる機会というのは増えていると思うんですが、やっぱりその、どうしてもハー

ドルというのは高いと言わざるをえないんだろうなと思います。去年の９月に県内の沿岸の19市町

村に高台移転についてどう思うかというアンケートを行ったんですが、具体的にその自治体として

検討していると答えられた自治体の選択肢の出し方もあるのであれですけど。検討していると答え

られた自治体というのは、香南市とこの黒潮町の二つだけでした。

その一方でその事前の高台移転というものが有効かとお聞きすると、全市町村がやっぱり有効だ

とお答えになってました。ただ、19の内の16市町村というのは、先ほどから話が出ている住民合意

だったり、あと財政負担の大きさとか、高知ってどうしても平地が少ないので移転する土地がない

とか、どうせ南三陸も28カ所とおっしゃられてましたけれど、そもそも検討する対象地域が多すぎ

るので難しいという、そんな理由でやっぱりこう16市町村は現実的でないとに話題になっていまし

た。

今、黒潮町の出口地区でも勉強会というのが行われてますけれど、実際その住民の方を含めた勉

強会が行われている地区というのは、現在では出口地区と、あと隣の四万十市の水戸地区という所

の２カ所だけですし、四万十市の水戸地区という所でも行政側がやっぱり財政負担が大きくて難し
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いと勉強会の中でもお答えになってましたし、現時点ではやっぱり難しいと言わざるをえないとい

う思いをお持ちのようです。

もちろん、選択肢が多い方がいいに決まってますし、やればいいのかなと僕も思います。ただそ

の一方で本当にやっていいのかなという思いもあるんですが、今話しました行政の方たちのご意見

というのが、行政の方々も思っているんだということだったんですが、去年高台移転の連載をする

中で住民の方、実際高台移転を検討されている、されてないというのは別として、住民の方にも多

くお話をお聞きしたんですが、やっぱり住民の方の声として、「今一緒に住んでいる人たちと、こ

れからもずっと暮らしたいんだ」という声だったり、どうしても高台移転って個人の負担も増えて

きますし、それが事前になればなおさらのことで、「どうしても一緒に暮らしたいな」という思い

もあるとおっしゃられてましたし、あと、そもそも高台移転の話が出て地域で検討する中で地域自

体が分断されてしまうんじゃないかという危惧をお持ちの方もいらっしゃいました。

あと先ほど浜さんがDNAとおっしゃってましたけど、50歳とか高齢になるまでその地区に暮ら

してきたので、今更その別の場所にいくら安全だと言っても移ろうとは思わないという方もいらっ

しゃいましたし、そもそも漁業をしているので、ここからは離れることができないんだと、声かけ

られる方もおられます。本当に10人に聞くと10通り、賛成・反対に大きく分けると、分けられるの

かもしれないですけど、その中でもいろんな条件があって10人居れば10通りの考えがあるんだなと

思いました。

高台移転ってその全員合意が原則ですけど、移れる方から移ればいいんじゃないか、特に避難で

きない方はどうしても移らざるをえないんじゃないかと議論もあるかと思うんですが、その地域で

高台移転を考える場合、どうしても住みなれた集落というその前に、やっぱりこう今よりも不便な

場所に行かざるをえないだろうなと思います。その仕事・家庭の話なんですけれど、例えば移りた

い人は移りました、ただどうしてもその集落という、移った先の集落というのは不便な集落ですし、

今移る方は若い方たちが今移ったとしても、例えば何十年か無事に津波が来なくてその方たちが高

齢化した時に、じゃあ、その子どもたちはそこに多分思い入れもない、「まあ自分はそうだった」

という思いはあるかもしれませんけど、地域の歴史もないコミュニティーそれほど無い中で、「じ

ゃあ、そこに本当に住み続けるのかな？」という気もします。

この残った集落が高齢化したというか、そこに住みました。長い時間、何十年かたった後にその

移った先の新しい集落というのも実はこれがまた過疎化が進んでしまいましたとなると、結局、良

かれと思って事前に移った安全性は高まったのかもしれないですけど、結局何かこう地域が分かれ

て二つになってしまったことで、どっちも限界集落と言うのか、高台移転によってこう、過疎化と

いうのはどこでもある問題だと思うので、高台にしたからどうっていうのとは言い切れないとは思

うんです。結局その事前の高台移転をすることで地域にとどめを刺してしまうみたいな形になった

ら、ちょっと悲しいなと思いますし、まあ答えは無いんだろうなと思うんですけど、その事前の高

台移転というのは、そのもろ刃の剣じゃないですけど、メリットもデメリットもあるんだろうなと

いうことも認識した上で、安全性だけ高めて我慢して移るというだけではなかなか地域に根ざして

生活を送るということにもならないでしょうし、本当に理想論で申し訳ないかと思うんですけど、

移った先の地域をどうやってより良くしていくんだというところまで本当は含めて、事前に移ると

いうことはそれだけ時間もあるのかなとも思いますし、そこまで考えて事前の高台移転ということ
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の方向にとりくんでいければ良いのかなと思いました。

（松本氏）

はい、ありがとうございます。高知新聞の論客もですね、高台移転の問題については、まだまだ

悩ましい状況、今のお話から随分伺えたんじゃないかと思います。これから彼が書く新聞記事がど

ういうふうに変わってくるかぜひ注目して見ようと思います。どうもありがとうございました。

じゃあ、最後ですね、まとめの方に入らせていただきたいと思います。また大規模災害が発生し

た際のことを想定して悲惨な状況をいかに最小にするか、そしてコミュニティーにおけるしたたか

で、しなやかで、賢いとりくみ。転ばぬ先の杖と申しますか、スマート・レジデンス・ビジョンと

申しますか、それらのことについてそれぞれの方に、今から最後のまとめをいただきたいと思いま

す。

まず三浦さんの方からお願いします。

（三浦氏）

先ほどの、私この話でちょっと言えない部分もあったんですが、まとめということで、それとも

し有事の際に皆さまに早いスタートを切ってもらうために、避難する際の準備物なんですけど、何

でもかんでも本当は持って逃げればいいんですけど、皆さまには特に男性の方は、ぜひ免許証と貯

金のカードですね、それを持ってというか常に懐に入れてていただきたいと思いました。

震災後に起きる現象として、2週間後くらいに今度はお金が、資金が必要になってくるんです。

そして自分を証明するものがないと、銀行で言えば20万しか貸してくれないんです。名前を名乗っ

ただけでは。そうなると今度は役場機能が機能しない。住民票も出せないそういう状況ではお金は

必要で、例えば車を買いたくてもできなくなりますし、またはいずれ「生活再建支援金」という被

害を受けた方はもらえるようになるんですけど、それは「口座を教えてください」となった時に教

えられない状況になるんです。ですから男性の方、もしくは家族のせめてどなたか、お金も自由に

下ろせる状況にいて、避難できて欲しいなと思っています。

それからあと、お年寄りの方なんですけど、これはぜひお願いしたいと思います。今飲んでいる

薬が何なのかを分かる手だてを常にしていただきたい。例えば、血圧とかいろいろあるんですけど、

実際その南三陸町から家族が、例えば二

人、山形に移送するという状況になった

時に、家族は、この方が何の薬を飲んで

いて、どういう状況かも分からないと大

変で治療のしようがないという状況にな

りますので、できれば飲んでる薬は、

何々とそういうのをご本人に常に持って

てもらったらどうかなというのが、一番

の思いです。万が一、お金が全部流され

てもしょうがないですけど、お年寄りの

方でお薬を常に飲んでいる方は、ぜひそ
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れを準備していただきたいなと。

今お話した二点あれば有事後のスタートが何とか切りやすいかなと思います。ちょっと、私がま

とめにならないかもしれませんが、お願いしたいと思います。

（松本氏）

ありがとうございます。まずは死なないのが大切と言われる三浦さんらしいまとめではなかった

かと思います。本当に自分たちにとってはですね、大切なご意見だと思います。では、続いて及川

さんの方からお願いします。

（及川氏）

三浦が再三、命を守るというお話をしていますけれども、ちょっと最後に私も一つだけお話をさ

せていただきたいと思います。作家の吉村昭さんという方が『三陸海岸大津波』という本を出して

おりまして、かなり昔に出版された本なんですけども、私は10年くらい前にその本を始めて取って

見て、この本はその吉村さんが三陸の海岸、岩手から宮城をずうっと歩いて、その村、その町の長

老というかおじいさんだったり、おばあさんにそのお話を聞いて、さらには津波に遭った時の子ど

もたちの作文などを掲載しながら、「まあ、津波はこういうもんだ」ということを、その本で伝え

ているんです。

私は津波の時に、三浦と同じ役場の庁舎にいたんですけれども、多分揺れが収まって３分、５分

くらいで、中学の避難誘導を兼ねて高台に上がったんです。それはこの吉村さんの『三陸海岸大津

波』をこう何回も読み直し、例えば明治三陸の時は15メートルの津波が、それぞれ二つくらい来た。

津波の映像というのは東日本大震災の前にはあまり無かったものですから、15メートルの津波がど

ういうもんなのかということを、自分の中でずうっと想像してた。そういうのもあって、この本が

私の中に入って、津波から逃れた要因という訳ではないんですけれども、私の中ですごく重要な本

でありますので、もしよければ読んでいただきたいと思います。かといって被災地の南三陸町の方

がじゃあ、この本をどれくらいの方が読んでいるのかとはと思いますが…。

一方でちょっと身近な話をさせていただきますと、私の同級生の家では、明治三陸大津波の時に

家が流されて、５代前のおじいさんがですね、「高台に家を建てて、ここから後の下には別個の家

を建てる」という、そういう家訓って言うんですかね、そういう書類を残しておいて、まだそれは

残っていて震災後、新聞何かでも報道されました。

私の家は流されたんですけれども、彼の家はまだ残っているということで、幼少期何かはその同

級生の家に遊びに行ったりもしてですね、長い坂道をですね、ハアハア言いながら行った記憶があ

るんですけれども、震災後改めてそういう歴史ってすごいなと単純に思いました。

事前復興と言われていますけれども、そういった議論が黒潮町他で行われているということ、そ

れからそういう、ある集落ではそういった勉強会とか行われていることに、私も純粋にそこまで議

論がいっているのかなと、何かすごいなということは思います。結論が高台移転する、しない、と

なるにしてもですね、そういった議論の中から新しい展開というか生まれてくると思いますので、

できればいろんな集落でそういう議論がこれから行われていくことを期待しております。
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（松本氏）

はい、ありがとうございました。吉村昭さんですね、この方は確か民俗学、地域の民族をたくさ

ん調べて北陸の方に取材に行った時にですね、『羆嵐
くまあらし

』とかいうクマをテーマにした何かを書いた

方なんですけれど。東北に行く時に限ってみんなから聞いたのが津波の話をいつも出てくるという

ことで、この三陸海岸大津波のことを書かれたというようなことを聞いたことがありますね。地図

が調査で確か書かれたと思うんです。じゃあ、続いて浜さんお願いしたいと思います。

（浜氏）

また、まとまらない話になっていきそうですが、まず南三陸のことについてなんですけど、私も

４回行きましたけど、皆さん、南三陸町って被災前から知っていました？　実はすごく防災が進ん

だ所だったんです。すごく防災に熱心な町があそこまで被災したというのは、本当に我々同じ漁村

に住む人間として本当に悔しいです。その方々をお招きしてこうやって話できるのは本当に貴重だ

と思います。ありがとうございました。

続いて私の悩みなのですが、この事前復興まちづくりを考えていく中で、今漁村の在り方とか、

それから都市との農山漁村との関係、それから町の在り方、地域の在り方、家族の在り方とか、本

当に深い所まで考えなければいけないのだろうなと思っております。というのも「本当にあなたの

町は日本にとって、この地球にとって必要なの」と言われた時に、「どんな役にたてるのか」と言

われると、正直まだはっきり言えません。魚もそれほど取れてないですし、取ったとしても乱獲に

つながりかねないですし、里海をきちんと残しているかというとそうではないです。経済的な側面

から見ると、本当にこの町というのはどんな役に立っているのだろうなと悩んでおります。それだ

け悩んでもしかたがないですが、これから私としては、今日、本当に先ほどの事例報告の中の最後

に言いましたように、今日のこの機会を、スタートとして津波と共に暮らしていかなければいけな

い地域、いわゆる私たち地域がもっともっと連携して意見交換をして、津波から避難するとか対峙
たいじ

するんじゃなくて、地震や津波とどう付き合っていくか、うまく付き合っていくかというのを、一

緒に話し合っていけないかなあと思います。なので今日がスタートにさせてください。またこれか

らも意見交換をしていきたいと思っています。

なかなか黒潮町と美波町ってすごく遠いですけど、南三陸町なんかというと、もっともっと遠い

です。今はインターネットですぐつながったりできますので、いろんなことを意見交換して良いと

こ取りをしませんか、黒潮町さん、先々走って行かないでください。私たちを置いて行かないでく

ださい。あのぜひ私たちを仲間に入れてください。以上です。

（松本氏）

いいえ、とんでもない。美波町こそ先進であろうと思いますけれど。新しいお話をいただきまし

た。地形的に南三陸は黒潮町の佐賀地域に非常に似ていると思ったらいいと思います。それから陸

前高田と言う所は西の大方地域の地形に非常に、地図を見たら、川の位置とか似ております。これ

からもですね、こちらこそよろしくお願いしたいと思います。最後にじゃあ、大山記者の方でまと

めをお願いしたいと思います。
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（大山氏）

さっきの話の繰り返しにもなるんですけど、その高台に、事前に移って津波に対する防災力は上

がったとしても、コミュニティーは弱まって、本当にそれは防災力が上がったとかという議論にも

つながると思います。高台移転をするにしてもしないにしても、本当にその場所の地域地域でみん

なが継続して暮らし続けられるような場所、地域を作っていくということが原則になるのだと思い

ます。

現状、その事前の高台移転をする時に財政的なこともあって、防災集団移転促進事業が話題の中

心になってくると思うのですが、今日は皆さん話されてたようにやっぱり課題というのは、少なく

ないと思います。そして高台移転することは決して悪いことではないと思いますし、ただ制度適用

することが目的になってしまって、逆に少し不便だけど我慢しようとなってしまっては、もう元も

子もないと思うので、制度に使われるというよりも制度を使いこなすというのが、いろんな意見を

言っていってより良いものにしていくということが大事なんだと思います。例えば、その防災集団

移転促進事業ですけど、今10軒以上集まらないと対象にならないと言われています。国の説明とか

を聞くと、「１軒ずつ違う地域から10戸集めてくれば高台移転ができるんじゃないか」という説明

を受けていると聞きました。

制度的にはそうだとしても、本当にそれが現実的なのかということを考えたときに、ちょっと違

う。この事業って、もともと家が建っていた場所、この事業に使うためにはその場所、先ほど南三

陸でもおっしゃってましたけれども、危険地域・危険区域に指定することが条件になるので、その

場所ってずっと新しく家を建てれなくなるわけで、もし１軒だけならいいかもしれない、その周り

の方がどう思うのかとか、周りの方の土地の価値も下がるでしょう。本当にそれで地域が安全にな

るのか、制度としては使えても地域として安全力、防災力が高まっていくのかと思いますし、繰り

返しになりますけど、制度に合わせて住民の方の思いを無理やり変えるのじゃなくて、やっぱり思

いとか現状とかに合わせて制度を見直していくべきだと思います。

こう言っていると高台移転に反対と言っているようなんですけど、決して事前の高台移転に反対

と言うわけではありません。その今のままで被災した場合って、どうしても命の危険というのはも

ちろんあるわけですし、家や財産も流される訳です。先ほど南三陸でもその仮設住宅にまず移って

ということになると思うんですけど、その今の仮設住宅の費用ももちろん掛かるわけで、仮設住宅

で長い間暮らすことになると、その後のもう１回戻ってくるのが難しくなったりというお話もいた

だいたように、メリットがあるから皆さん考えているわけです。

先ほど神戸市の長田の例でも少し触れましたけれど、事前にまちづくりを考えておくことが必要

だと思います。例えば、経済的なことで言うと、こんなに写真で「あぶない、あぶない、34メート

ルの津波」と、34メートルの黒潮町に限らず、20メートルの津波が来る高知に住まなくても、日本

一安全という岡山だったり、それこそ人口が多い東京だったり、都市部に集まれば多分安全性も高

まりますので、そっちに移ればという、先ほどある専門家の方が言われてたようなことになってし

まっては、日本は何をするのかということになると思います。

結局、高知には、他の地域には無い魅力があるのは間違いないでしょう。それこそ南海地震100

年、50年に１回か、何回か続いてきたものなんですけど、その中でやっぱり住み続けてきた、その

地域に住み続けてきたのが僕たちなわけで、そこには多分理由があると思います。もちろん若い世
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代も僕たちも僕も含めてそうですけど、外へ出て行きたいとかいう思いもあるでしょう。やっぱり

仮に１回出ていっても戻ってこれる場所、戻ってきたい場所というのが古里だと思います。

その高台移転を含む事前復興の議論というのが、地域の魅力だったりコミュニティーの大切さを

見直すきっかけに、なって欲しいなと思いますし、そんな記事を書いていきたいなと思っています。

（松本氏）

はい、ありがとうございます。これからますます大山記者の記事を楽しみにしていきたいと思い

ます。よろしくお願いします。ひと通り私この今日の事前復興を考えたシンポジウム、コーディネ

ーターとして進めさせていただきましたけれど、このメンバーで、このようなお話を聞ける機会と

いうのは、なかなかなかったのではないかと思います。さまざまな最高のお話をたくさんいただい

たのではないかと思っております。

先ほど浜さんの方から、「南三陸町知ってましたか？」というお話がありました。もともと防災

に非常に熱心で防災に強い町であった。それが先ほど、前段の三浦さんのご紹介していただいたビ

デオで見たような状況で、ここまで被災続けされてしまわれることは自然災害の脅威ですよね。そ

れにいかに自分たちは備えていくか、決して戦うというのは適切じゃないかもしれません。浜さん

が言われたように自然とうまく付き合っていく、生活する人にとっても、その担当する職場の人に

とっても、24時間365日戦っておれば、大変なしんどさを伴うのでございますので、やはり自分で

この南海トラフの地震・津波についても自然の一部、それに対していかに事前復興とかの考えをい

ろいろ繰り返しながら、いかに備えていくか、そしてどういうふうにうまくやり過ごしていくかと

いう所を、できるだけ早い段階で議論していくこういうことが非常に大切ではないかと思います。

そういう意味では今日のシンポジウム貴重な南三陸の皆さんの体験、つらいお話もあったと思いま

すけれど、非常に有意義な会でなかったかと思っております。

以上で私の方のこのシンポジウムのパネルディスカッションの方のコーディネーターは終了させ
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ていただきまして、マイクの方は事務局の方にお返ししたいと思います。どうもありがとうござい

ました。

（会場から拍手）

（司会）

コーディネーター、パネラーの皆さん、どうもありがとうございました。希望を持って自分の町

に住み続けることができるようにということで被災地を知る、そしてとりくみを知るということが

できたのではないかと思います。今日のこの貴重な意見を今後の高知県の取り組みにぜひ生かして

いきたいと考えております。それでは最後に主催者を代表いたしまして、高知県自治研究センタ

ー・石川常務理事より閉会の御挨拶を申し上げます。

（石川氏）

皆さん、大変長時間ありがとうござました。実は昨日、東京に出張しておりました関係で開会の

時間に間に合わなくて、閉会の方で御挨拶を申し上げさせていただくことをお詫びをしたいと思い

ます。ここに入った瞬間、凄まじいビデオの映像が流れておりまして、今日３人の方からご報告を

いただいたわけですけども、三浦さん、聞く方もつらいお話で三浦さんもつらかっただろうと思い

ます。本当にありがとうございました。

また及川さんと浜さん、それぞれのお立場でのとりくみを報告いただきまして、地元の黒潮町で

現在それこそ町を挙げてやってるところのとりくみを、大いに参考になったなと思います。本当に

ありがとうございました。

そしてシンポジウムのコーディネーターを務めていただきました松本さん、そしてパネリストを

務めていただきました大山さん、本当にありがとうございました。

私ども高知県自治研究センターは、今回で３回目のこの「3.11からの東日本大震災からのシンポ

ジウム」を開催をしました。１回目は「生きる」、２回目は「逃げる」、今回は「事前復興を考える」

ということでした。今後も連続して開催をしたいと思っております。本当は、実は１回目、２回目

は高知市で開催をしまして、今回、黒潮町で開催をするということで、どれくらいの皆さんがおい

でていただけるのか心配をしておりましたが、高知市内でやったよりもたくさん来ていただきまし

て本当にありがとうございました。今後も引き続き、連続でシンポジウムを続けていきたいと思っ

ておりますし、引き続き関心を持っていただいて、またご参集いただけたらと思います。

そしたら最後に前の５人の皆さんに心より感謝を申し上げたいと思います。ご参集の皆さんにも

感謝を申し上げてお礼と代えさせていただきます。本日はありがとうございました。

（会場から拍手）

（司会）

以上で本日のシンポジウムを終了いたします。ご参加いただきました皆さん、どうもありがとう

ございました。
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